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Ⅰ　

序

前
稿
「
陰
影
を
お
ぼ
め
か
す
表
現
方
法
―
『
伊
勢
物
語
』
を
統
一
体

と
し
て
読
む
こ
と
の
可
能
性
―
」（「
愛
知
教
育
大
学
大
学
院
国
語
研
究
」

平
26
・
3
）
で
は
、『
伊
勢
』
の
婉
曲
的
に
表
現
す
る
側
面
に
注
目
し
、

二
九
・
五
九
・
六
六
・
八
二
・
八
三
・
八
五
・
九
一
・
一
二
四
段
の
〈
陰
影
を

お
ぼ
め
か
す
表
現
方
法
〉
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
続
稿
た
る
本
稿
で

は
、〈
陰
影
を
お
ぼ
め
か
す
表
現
方
法
〉
と
い
う
婉
曲
的
表
現
方
法
を

確
認
し
た
前
稿
に
つ
づ
き
、
婉
曲
的
表
現
方
法
と
そ
の
遵
守

0

0

0

0

0

を
広
く
確

認
し
、統
一
体
『
伊
勢
』
の
さ
ら
な
る
婉
曲
的
側
面
を
種
々
紹
介
す
る
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
婉
曲
的
側
面
が
見
ら
れ
る
が
ゆ
え
に
『
伊
勢
』
を

統
一
体
と
し
て
読
む
必
要
が
あ
る
、
と
述
べ
る
。

具
体
的
に
は
、
次
節
で
、
六
六
・
六
八
・
八
七
段
に
関
し
、〈
仲
間
の

沈
黙
を
以
て
場
の
情
感
を
推
測
さ
せ
る
以
心
伝
心
化
〉
を
見
る
。
前
稿

で
も
と
り
あ
げ
た
六
六
段
を
切
り
口
と
し
て
、
同
様
な
婉
曲
的
表
現
方

法
が
六
八
・
八
七
段
に
も
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

〈
人
物
の
明
確
な
紹
介
を
避
け
る
朧
化
〉
と
そ
の
踏
襲
を
見
る
次
々

節
で
は
、
基
幹
章
段
﹇
注
1
﹈
↓
類
話
章
段
﹇
注
2
﹈
と
い
っ
た
時
間

軸
を
導
入
し
、
ま
ず
、
基
幹
章
段
の
婉
曲
的
表
現
方
法
を
前
例
と
し
て

類
話
章
段
も
婉
曲
的
表
現
方
法
を
遵
守
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
確

認
す
る
。基
幹
章
段
と
し
て
と
り
あ
げ
る
の
は
二
条
后
関
係
の
四
段
で
、

相
手
が
二
条
后
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
基
幹
章
段
四
段
の
歌
前
部
暗

示
型
、す
な
わ
ち
、〈
人
物
の
明
確
な
紹
介
を
避
け
る
朧
化
〉
が
﹇
注
3
﹈、

類
話
章
段
二
六
・
六
五
段
に
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
。
次

に
、
基
幹
章
段
が
二
条
后
関
係
・
惟
喬
関
係
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る

歌
前
部
明
示
型
な
の
に
類
話
章
段
が
歌
前
部
暗
示
型
に
な
っ
て
い
る
例

と
し
て
、
二
九
段
お
よ
び
八
五
段
を
と
り
あ
げ
る
。
基
幹
章
段
↓
類
話

章
段
と
い
う
括
り
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
大
局
的
に
、〈
人
物
の
明

　
　

婉
曲
的
表
現
方
法
と
そ
の
遵
守
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確
な
紹
介
を
避
け
る
朧
化
〉
と
そ
の
踏
襲
を
見
、
婉
曲
的
表
現
方
法
と

そ
の
遵
守
を
確
認
し
よ
う
と
思
う
。

Ⅳ
節
で
は
、
斎
宮
章
段
群
六
九
〜
七
四
段
を
と
り
あ
げ
る
﹇
注
4
﹈。

基
幹
章
段
六
九
段
↓
各
類
話
章
段
七
○
・
七
一
・
七
二
・
七
三
・
七
四
段

﹇
注
5
﹈、
と
い
う
時
間
軸
も
あ
る
が
、
注
目
す
る
の
は
、
類
話
章
段
七

○
〜
七
四
段
内
の
、
基
幹
章
段
か
ら
近
い
類
話
章
段
↓
遠
い
類
話
章
段

と
い
う
時
間
軸
で
あ
る
﹇
注
6
﹈。
七
○
段
よ
り
七
一
段
、
七
一
段
よ

り
七
二
段
、
七
二
段
よ
り
七
三
段
、
七
三
段
よ
り
七
四
段
に
お
い
て
、

六
九
段
と
の
直
結
感
は
、
隴
化
あ
る
い
は
一
般
化
﹇
注
7
﹈
に
よ
っ
て

弱
め
ら
れ
る
。
七
一
段
に
〈
基
幹
章
段
と
の
直
結
感
を
弱
め
る
隴
化
あ

る
い
は
一
般
化
〉
を
見
、
婉
曲
的
表
現
方
法
を
確
認
し
た
上
で
、
七
二

〜
七
四
段
に
〈
基
幹
章
段
と
の
直
結
感
を
弱
め
る
隴
化
あ
る
い
は
一
般

化
〉
の
踏
襲
を
見
て
、
婉
曲
的
表
現
方
法
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
い
。

一
○
三
段
を
と
り
あ
げ
る
Ⅴ
節
で
は
、
塗
籠
本
『
伊
勢
』
に
見
る
一

次
本
文
↓
広
本
『
伊
勢
』
段
に
見
る
二
次
本
文
↓
定
家
本
『
伊
勢
』
に

見
る
三
次
本
文
、
と
い
っ
た
時
間
軸
を
導
入
す
る
。
そ
し
て
、
一
○
三

段
の
前
後
に
位
置
す
る
一
〇
二
・
一
〇
四
段
に
も
注
目
し
、
一
次
本
文

の
頃
か
ら
前
後
章
段
に
見
ら
れ
た
〈
裏
返
し
表
現
で
推
測
さ
せ
る
暗
号

化
〉
が
、
三
次
本
文
の
頃
に
な
っ
て
ま
ん
な
か
の
一
○
三
段
に
踏
襲
さ

れ
る
と
こ
ろ
を
見
る
。
諸
本
の
比
較
か
ら
、
書
写
者
兼
編
作
者
に
よ
る

婉
曲
的
表
現
方
法
と
そ
の
遵
守
が
垣
間
見
え
る
こ
と
も
あ
る
。そ
れ
を
、

最
後
に
確
認
す
る
。

〈
人
物
の
明
確
な
紹
介
を
避
け
る
朧
化
〉、〈
基
幹
章
段
と
の
直
結
感

を
弱
め
る
隴
化
あ
る
い
は
一
般
化
〉、〈
裏
返
し
表
現
で
推
測
さ
せ
る
暗

号
化
〉、
お
よ
び
、
そ
れ
ら
の
踏
襲
。「『
伊
勢
物
語
』
を
統
一
体
と
し

て
読
む
こ
と
の
可
能
性
」
と
い
う
副
題
の
前
稿
に
比
し
て
強
調
し
た
い

の
は
、
基
幹
章
段
↓
類
話
章
段
、
基
幹
章
段
か
ら
近
い
類
話
章
段
↓
遠

い
類
話
章
段
、
一
・
二
次
本
文
↓
三
次
本
文
、
と
い
っ
た
時
間
軸
を
導

入
し
﹇
注
8
﹈、
そ
う
し
た
時
間
軸
の
な
か
で
婉
曲
的
表
現
方
法
と
そ

の
遵
守
を
確
認
す
る
点
で
あ
る
。
副
題
を
前
稿
の
「『
伊
勢
物
語
』
を

統
一
体
と
し
て
読
む
こ
と
の
可
能
性

0

0

0

」
か
ら
「『
伊
勢
物
語
』
を
統
一

体
と
し
て
読
む
こ
と
の
必
要
性

0

0

0

」
に
変
え
た
の
は
、
右
の
よ
う
な
婉
曲

的
表
現
方
法
と
そ
の
遵
守
が
確
認
で
き
れ
ば
、
統
一
体
『
伊
勢
』
を
読

む
可
能
性
を
超
え
て
必
要
性
ま
で
説
け
る
、
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

前
稿
お
よ
び
次
節
ま
で
の
婉
曲
的
表
現
方
法
の
確
認
と
い
っ
た
レ
ベ
ル

を
、
次
々
節
以
降
で
超
え
、
婉
曲
的
表
現
方
法
と
そ
の
遵
守
の
確
認
を

と
お
し
て
、
統
一
体
『
伊
勢
』
を
読
む
必
要
性
を
説
い
て
い
き
た
い
。

諸
章
段
の
成
立
事
情
が
一
様
で
な
く
編
集
も
不
徹
底
な
『
伊
勢
』
の

場
合
、
不
統
一
性
の
方
に
目
が
向
く
の
は
仕
方
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
不
統
一
性
は
、『
伊
勢
』
を
統
一
体
と
し
て
読
む
こ
と

の
必
要
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。『
伊
勢
』
を
統
一
体
と
し
て

読
め
る
こ
と
は
、
既
に
拙
著
『
伊
勢
物
語
相
補
論
』
平
15
・
9
お
う
ふ

う
一
一
五
〜
二
七
八
頁
に
示
し
た
。
不
統
一
な
諸
章
段
も
、
成
立
の
早

遅
に
縛
ら
れ
な
い
同
一
平
面
上
で
つ
な
ぎ
得
る
し
、『
伊
勢
』
は
、
一

人
の
昔
男
の
一
代
記
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
諸
章
段
の
成
立
の
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注
1 

基
幹
章
段
と
は
、『
古
今
集
』
業
平
歌
章
段
で
二
条
后
＝
藤
原
高
子
章
段
群

三
〜
六
段
の
基
幹
と
な
る
四
・
五
段
、『
古
今
』
業
平
歌
章
段
で
斎
宮
章
段
群

六
九
〜
七
四
段
の
基
幹
と
な
る
六
九
段
、『
古
今
』
業
平
歌
章
段
で
惟
喬
親
王

章
段
群
八
二
・
八
三
・
八
五
段
の
基
幹
と
な
る
八
二
・
八
三
段
な
ど
を
さ
す
。
同

じ
く
、『
古
今
』
業
平
歌
章
段
の
七
六
段
も
、
二
九
段
に
対
し
て
基
幹
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
基
幹
章
段
と
見
な
す
。

　

2 

類
話
章
段
と
は
、
基
幹
章
段
に
対
す
る
敷
衍
的
性
格
が
認
め
ら
れ
る
章
段
で

あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
業
平
と
無
関
係
な
他
人
の
歌
を
も
と
に
成
立
し
て
い
る
も

の
で
あ
っ
た
り
（
歌
の
素
性
を
調
べ
る
に
は
渡
辺
実
『
集
成
』
巻
末
「
附
録
」

が
至
便
）、
短
小
な
も
の
で
あ
っ
た
り
す
る
。

　

3 

次
々
節
で
と
り
あ
げ
る
松
田
喜
好
「『
二
条
后
物
語
』
章
段
の
後
人
注
に
つ

い
て
」（『
伊
勢
物
語
攷　

第
二
』
平
6
・
6
笠
間
書
院
）
に
よ
れ
ば
、
四
段
は

相
手
が
二
条
后
で
あ
る
こ
と
が
「
僅
か
に
見
え
て
く
る
」
章
段
で
あ
り
、
ゆ
え

に
、
二
条
后
関
係
で
あ
る
こ
と
を
歌
後
部
で
注
記
す
る
こ
と
が
「
不
必
要
」
で

あ
っ
た
と
い
う
。
頷
け
る
指
摘
で
あ
る
。
な
お
、
校
本
を
見
る
と
、
広
本
『
伊

勢
』
の
な
か
に
は
「
二
条
の
后
と
ぞ
」
と
い
う
歌
後
部
注
記
を
も
つ
も
の
も
あ

る
が
、
こ
れ
は
説
明
の
た
め
の
後
世
的
加
筆
と
思
わ
れ
、
歌
後
部
注
記
型
は
原

初
的
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
（
片
桐
洋
一
『
全
読
解
』
も
「
付
加
」
と
す
る
）。

よ
っ
て
、
四
段
は
、
歌
前
部
暗
示
型
と
し
て
お
く
。

　

4 

昔
男
が
都
女
に
伊
勢
移
住
を
も
ち
掛
け
て
拒
ま
れ
る
七
五
段
は
、
斎
宮
章
段

群
に
含
め
な
い
も
の
と
す
る
。

　

5 

福
井
貞
助
『
伊
勢
物
語
生
成
論
〔
増
補
版
〕』
昭
60
・
1
バ
ル
ト
ス
社

五
〇
二
〜
五
〇
三
頁
に
よ
る
と
、
塗
籠
本
『
伊
勢
』
で
は
、
定
家
本
『
伊
勢
』

と
ち
が
っ
て
、
七
二
段
が
七
五
段
の
後
に
く
る
。
広
本
『
伊
勢
』
も
、
同
様
な

も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
七
二
段
は
、
七
〇
段
よ
り
後
、
七
四
段
よ
り
前
に
あ

る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
渡
辺
『
集
成
』
が
七
二
・
七
四
段
の
と
こ
ろ
で

指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
七
〇
段
「
大
淀
」
を
踏
ま
え
て
七
二
段
「
大
淀
」
が

あ
り
、七
二
段
「
恨
み
」
を
踏
ま
え
て
七
四
段
「
恨
み
」
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

こ
こ
は
、七
○
段
↓
七
一
段
↓
七
二
段
↓
七
三
段
↓
七
四
段
と
い
う
定
家
本『
伊

勢
』
の
段
序
を
原
初
的
と
見
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

　

6 

七
○
〜
七
四
段
は
、
一
人
の
人
物
に
よ
る
一
回
的
成
立
か
も
し
れ
な
い
し
、

何
人
か
の
人
物
に
よ
る
何
段
階
か
に
渡
る
成
立
か
も
し
れ
な
い
。
前
者
と
す
れ

ば
、
基
幹
章
段
か
ら
近
い
類
話
章
段
↓
遠
い
類
話
章
段
と
い
う
時
間
軸
は
短
く

な
る
し
、
後
者
と
す
れ
ば
、
長
く
な
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
七
○
段
↓

七
一
段
↓
七
二
段
↓
七
三
段
↓
七
四
段
と
い
う
先
後
関
係
は
成
り
立
つ
わ
け

で
、
基
幹
章
段
か
ら
近
い
類
話
章
段
↓
遠
い
類
話
章
段
と
い
う
時
間
軸
が
存
在

す
る
点
は
動
か
な
い
。

　

7 

既
に
佐
藤
裕
子
「
伊
勢
物
語
『
斎
宮
物
語
』
の
形
成
」（「
国
文
学
研
究
」
昭

58
・
6
）
は
、
七
二
段
に
つ
い
て
、

 

　

七
二
段
作
者
が
、
六
九
段
の
別
れ
の
場
面
を
、
一
般
的
男
女

0

0

0

0

0

の
別
れ
と
し

て
享
受
し
て
し
ま
っ
た

 

　

―
中
略
―

 

　

七
二
段
に
は
、
作
者
の
六
九
段
に
対
す
る
自
己
流
の
解
釈

0

0

0

0

0

0

に
よ
っ
て
、

六
九
段
か
ら
の
一
般
化
が
見
ら
れ
る

と
述
べ
、
七
三
段
に
つ
い
て
は
、

 

　

七
三
段
は
六
九
段
の
場
面
設
定
を
何
一
つ
具
体
的
に
う
け
て
は
お
ら
ず
、

不
特
定
の
男
女
に
お
け
る
身
分
差
の
あ
る
恋
を
一
般
的
に
描
い
て
い
る
。

そ
こ
で
、
六
九
段
の
特
定
男
女
の
恋
か
ら
、
一
般
男
女
の
身
分
差
の
あ
る

恋
へ
と
い
う
物
語
世
界
の
移
行
が
み
ら
れ
る

と
述
べ
て
、
七
四
段
に
つ
い
て
も
、

 

　

七
四
段
は
、
逢
瀬
の
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
男
が
女
を
恨
む
と
い
う
、
一

般
的
男
女
の
恋
の
一
面
を
描
く

 

　

―
中
略
―

 
　

内
容
的
に
、
七
二
段
よ
り
さ
ら
に
一
般
化
さ
れ
て
い
る

と
述
べ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
佐
藤
は
、
七
二
〜
七
四
段
に
関
し
、
真
に
一
般

0

0

0

0

的
な
話

0

0

0

と
と
る
の
で
あ
る
が
、
私
は
、
あ
く
ま
で
、
基
幹
章
段
六
九
段
と
の
つ

な
が
り
を
前
提
と
し
た
、
朧
化
の
方
法
と
し
て
の
一
般
化
が
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
と
る
。
佐

早
遅
に
注
目
し
て
不
統
一
性
に
合
理
的
説
明
を
与
え
よ
う
と
す
る
立
場

と
は
異
な
る
﹇
注
9
﹈、『
伊
勢
』
を
統
一
体
と
し
て
読
む
立
場
は
、
必

要
不
可
欠
と
考
え
る
。
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対
応
す
る
『
後
撰
集
』
一
二
四
四
番
歌
の
詞
書
は
、

身
の
憂
へ
は
べ
り
け
る
時
、
摂
津
の
国
に
ま
か
り
て
住
み
は
じ
め

は
べ
り
け
る
に

『
西
本
願
寺
本
業
平
集
』
五
四
番
歌
の
詞
書
は
、

身
の
憂
へ
は
べ
し
時
、
津
の
国
須
磨
の
浦
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
住
み

は
じ
め
は
べ
り
け
る
日

『
在
中
将
集
』
七
九
番
歌
の
詞
書
は
、

身
の
憂
へ
は
べ
り
け
る
時
、
津
の
国
蘆
屋
の
里
に
住
み
け
る
頃
、

難
波
に
ま
か
り
て

『
雅
平
本
業
平
集
』
三
一
番
歌
の
詞
書
は
、

世
の
な
か
心
憂
か
り
し
頃
、
津
の
国
の
住
吉
の
浜
に
て
、
舟
の
浮

き
た
る
を

と
各
々
な
っ
て
い
て
、「
憂
へ
」
か
「
心
憂
か
り
」
を
必
ず
含
ん
で
い
る
。

一
方
、
六
六
段
歌
前
部
に
は
そ
の
種
の
情
報
が
全
く
な
く
、
歌
後
部
に

「
こ
れ
を
あ
は
れ
が
り
て
、
人
々
帰
り
に
け
り
」
と
あ
る
の
み
で
、
婉

曲
的
で
あ
る
。
前
稿
で
は
、
そ
こ
か
ら
、
六
六
段
の
〈
陰
影
を
お
ぼ
め

か
す
表
現
方
法
〉
を
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
六
六
段
に
は
、
婉
曲
的
表
現
方
法
と
い
う
点
で
、
注
目
す

べ
き
と
こ
ろ
が
ま
だ
あ
る
。
歌
の
前
を
見
る
と
、
共
感
に
よ
っ
て
結
ば

れ
て
い
る
は
ず
の
「
兄
、
弟
、
友
達
」
＝
仲
間
が
登
場
し
、
た
と
え
ば

秋
山
虔
『
新
大
系
』
が
、

舟
影
を
わ
が
憂
愁
の
喩
と
し
て
表
現
す
る

と
述
べ
る
昔
男
の
歌
の
後
に
、仲
間
の
感
応
が
簡
潔
に
示
さ
れ
る
。「
舟

藤
説
と
の
相
違
点
を
、
予
め
断
っ
て
お
く
。

　

8 

そ
う
し
た
時
間
軸
を
導
入
し
て
も
、
成
立
過
程
を
説
く
こ
と
を
主
眼
と
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
か
ら
婉
曲
的
表
現
方
法
と
そ
の
遵
守
す
な
わ
ち
統
一
化

を
述
べ
、
結
局
は
、
統
一
体
と
し
て
の
現
『
伊
勢
』
を
あ
る
が
ま
ま
に
読
む
立

場
に
帰
結
す
る
。

　

9 

『
伊
勢
』
の
成
長
増
益
を
説
こ
う
と
す
る
先
行
研
究
の
限
界
性
は
、拙
著
『
相

補
論
』
七
〜
三
三
頁
で
概
括
的
に
示
し
た
。

　
　

Ⅱ　
〈
仲
間
の
沈
黙
を
以
て
場
の
情
感
を
推
測
さ
せ
る
以
心
伝
心
化
〉

六
六
段
は
、〈
陰
影
を
お
ぼ
め
か
す
表
現
方
法
〉
を
論
じ
た
前
稿
の
、

「
歌
前
部
を
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
む
婉
曲
的
表
現
方
法
」
と
題
す
る
節
で

と
り
あ
げ
た
。

昔
、
男
、
津
の
国
に
領
る
と
こ
ろ
あ
り
け
る
に
、
兄
、
弟
、
友
達

率
ゐ
て
、
難
波
の
方
に
行
き
け
り
。
渚
を
見
れ
ば
、
舟
ど
も
の
あ

る
を
見
て
、

難
波
津
を
今
朝
こ
そ
み
つ
の
浦
ご
と
に
こ
れ
や
こ
の
世
を
う

み
渡
る
舟

こ
れ
を
あ
は
れ
が
り
て
、
人
々
帰
り
に
け
り
。

と
い
う
内
容
で
、
歌
意
は
次
の
と
お
り
。

難
波
の
港
を
今
朝
「
見
つ
」
す
な
わ
ち
見
ま
し
た
が
、
そ
の
「
御

津
（
難
波
港
の
別
名
）」
の
浦
ご
と
に
、「
海
」
を
渡
る
舟
が
見
え

ま
す
。
こ
れ
が
ま
あ
、
こ
の
世
を
「
憂
み
」
つ
つ
渡
る
舟
な
の
で

し
ょ
う
か
。
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影
を
わ
が
憂
愁
の
喩
と
し
て
表
現
す
る
」
歌
意
が
仲
間
に
伝
わ
り
、
ゆ

え
に
「
あ
は
れ
が
」
っ
た
＝
感
じ
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
﹇
注
10
﹈、

重
要
な
の
は
、仲
間
の
感
応
を
以
て
歌
の
質
量
を
補
説
す
る
間
接
性
と
、

場
の
情
感
を
以
心
伝
心
的
に
推
測
さ
せ
る
仲
間
の
沈
黙
で
あ
ろ
う（「
あ

は
れ
が
り
て
」
直
後
に
「
人
々
帰
り
に
け
り
」
が
き
て
、
ほ
か
に
何
も

示
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
仲
間
の
沈
黙
を
読
む
）。
こ
の
間
接
性
と

沈
黙
す
な
わ
ち
〈
仲
間
の
沈
黙
を
以
て
場
の
情
感
を
推
測
さ
せ
る
以
心

伝
心
化
〉
は
﹇
注
11
﹈、『
後
撰
』
に
も
『
業
平
集
』
三
系
統
に
も
な
い
、

『
伊
勢
』
特
有
の
婉
曲
的
表
現
方
法
で
あ
る
。
六
六
段
の
婉
曲
的
表
現

方
法
を
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
言
う
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。〈

仲
間
の
沈
黙
を
以
て
場
の
情
感
を
推
測
さ
せ
る
以
心
伝
心
化
〉
は
、

六
八
段
に
も
見
ら
れ
る
。
六
六
段
と
同
じ
く
畿
内
を
仲
間
＝
「
思
ふ
ど

ち
」
と
「
逍
遥
」
す
る
六
七
段
の
後
に
は
、六
八
段
が
く
る
（
拙
著
『
相

補
論
』
二
○
六
頁
で
、
六
六
〜
六
八
段
収
録
歌
に
関
し
、「
三
首
と
も
、

『
う
み
』
＝
憂
み
あ
る
い
は
『
憂
し
』
の
語
が
共
通
し
て
い
る
。
薄
暗

い
色
調
だ
。
諦
観
に
も
と
づ
く
憂
情
が
漂
う
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、

六
六
〜
六
八
段
の
つ
な
が
り
と
い
う
点
で
参
照
さ
れ
た
い
。）。

昔
、
男
、
和
泉
の
国
へ
行
き
け
り
。
住
吉
の
郡
、
住
吉
の
里
、
住

吉
の
浜
を
行
く
に
、
い
と
お
も
し
ろ
け
れ
ば
、
降
り
居
つ
つ
行
く
。

あ
る
人
、「
住
吉
の
浜
と
詠
め
」
と
言
ふ
。

雁
鳴
き
て
菊
の
花
咲
く
秋
は
あ
れ
ど
春
の
う
み
辺
に
住
よ
し

の
浜

と
詠
め
り
け
れ
ば
、
み
な
人
々
、
詠
ま
ず
な
り
に
け
り
。

と
い
う
内
容
で
、
歌
を
訳
せ
ば
、

雁
が
鳴
い
て
菊
の
花
が
咲
く
秋
は
確
か
に
良
い
の
で
す
が
、
春
の

「
住
吉
」
の
浜
を
「
憂
み
」
つ
つ
行
く
私
と
し
て
は
、「
海
」
辺
に

「
住
み
良
し
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

と
な
る
。
歌
前
部
「
あ
る
人
」
お
よ
び
歌
後
部
「
み
な
人
々
」
は
、
共

感
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
仲
間
で
あ
る
こ
と
が
明
確
で
な
い
も
の
の
、

六
六
・
六
七
段
と
の
つ
な
が
り
か
ら
す
れ
ば
、
六
八
段
に
そ
う
し
た
仲

間
の
同
行
を
読
め
る
。
ま
た
、
歌
後
部
「
詠
ま
ず
な
り
に
け
り
」
も
、

六
六
段
歌
後
部
同
様
、
昔
男
の
歌
に
感
じ
入
っ
て
沈
黙
し
た
と
読
む
べ

き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
仲
間
の
感
応
を
以
て
歌
の
質
量
を
補
説
す
る

間
接
性
、
お
よ
び
、
場
の
情
感
を
以
心
伝
心
的
に
推
測
さ
せ
る
仲
間
の

沈
黙
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、〈
仲
間
の
沈
黙
を
以
て
場
の
情
感
を
推
測

さ
せ
る
以
心
伝
心
化
〉
が
言
え
る
。

ち
な
み
に
、
六
七
段
に
は
『
在
中
将
集
』
三
四
番
歌
・『
雅
平
本
業

平
集
』
四
〇
番
歌
が
対
応
し
、
六
八
段
に
は
『
西
本
願
寺
本
業
平
集
』

四
三
・『
在
中
将
集
』
六
七
・『
雅
平
本
業
平
集
』
四
一
番
歌
が
対
応
す

る
が
、
各
詞
書
（
お
よ
び
そ
れ
ら
に
前
後
す
る
歌
の
詞
書
）
か
ら
は
、

共
感
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

仲
間
の
同
行
ま
で
は
読
み
と
れ
な
い
（『
西

本
願
寺
本
業
平
集
』
四
三
番
歌
と
そ
の
前
後
歌
に
は
詞
書
が
な
い
）。

加
え
て
、
歌
後
部
自
体
な
い
た
め
、
当
然
、
歌
に
対
す
る
仲
間
の
感
応

も
沈
黙
も
な
い
。
六
六
段
同
様
、
六
八
段
の
間
接
性
と
沈
黙
す
な
わ
ち

〈
仲
間
の
沈
黙
を
以
て
場
の
情
感
を
推
測
さ
せ
る
以
心
伝
心
化
〉も
、『
伊
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勢
』
特
有
の
婉
曲
的
表
現
方
法
と
言
え
る
。

八
七
段
に
も
、〈
仲
間
の
沈
黙
を
以
て
場
の
情
感
を
推
測
さ
せ
る
以

心
伝
心
化
〉
は
見
ら
れ
る
。
第
一
部
歌
前
部
を
見
る
と
、
兄
の
衛
府
督

や
同
僚
の
衛
府
佐
た
ち
と
い
っ
た
仲
間
が
登
場
す
る
。
昔
男
は
し
が
な

い
「
な
ま
宮
仕
へ
」
を
し
て
お
り
、
衛
府
督
で
あ
る
兄
も
第
一
部
一
首

目
で
露
骨
に
嘆
い
て
い
る
か
ら
、仲
間
も
満
ち
足
り
て
い
な
い
は
ず
で
、

彼
ら
が
共
感
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
ん
な
彼
ら
は
、
歌
後
部
に
お
い
て
感
応
す
る
。
兄
の
一
首
目
の

嘆
き
が
も
た
ら
し
た
深
刻
な
空
気
に
対
し
、機
転
を
利
か
せ
た
昔
男
が
、

抜
き
乱
る
人
こ
そ
あ
る
ら
し
白
玉
の
間
な
く
も
散
る
か
袖
の
狭
き

に

と
い
う
笑
え
る
二
首
目
で
払
拭
し
、
兄
を
思
う
優
し
さ
を
見
せ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
後
に
、

片
方
の
人
、
笑
ふ
こ
と
に
や
あ
り
け
む
、
こ
の
歌
に
め
で
て
や
み

に
け
り
。

と
、
仲
間
が
感
応
す
る
。
か
な
り
補
っ
て
訳
せ
ば
、

周
囲
の
人
々
は
、
大
き
な
滝
と
小
さ
な
袖
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
、

兄
の
深
刻
な
歌
か
ら
一
転
し
て
拍
子
抜
け
す
る
こ
の
歌
を
、
お
か

し
い
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
う
や
っ
て
深
刻
な
空

気
を
払
拭
し
た
男
の
機
転
と
、
兄
を
思
う
優
し
さ
を
褒
め
て
、
自

分
た
ち
は
歌
を
詠
む
の
を
控
え
た
の
で
し
た
。

と
な
ろ
う
﹇
注
12
﹈。
ま
ず
、
仲
間
の
感
応
を
以
て
歌
の
質
量
を
補
説

す
る
間
接
性
は
、
あ
る
（「
笑
」
っ
て
「
め
で
」
た
と
い
う
仲
間
の
感

応
が
な
け
れ
ば
、
歌
の
質
量
に
気
づ
け
な
い
可
能
性
大
で
あ
る
）。
そ

し
て
、
場
の
情
感
を
以
心
伝
心
的
に
推
測
さ
せ
る
仲
間
の
沈
黙
も
、「
や

み
に
け
り
」
と
あ
る
と
お
り
、
あ
る
。
よ
っ
て
、〈
仲
間
の
沈
黙
を
以

て
場
の
情
感
を
推
測
さ
せ
る
以
心
伝
心
化
〉
が
言
え
る
。

ち
な
み
に
、
八
七
段
第
一
部
は
、『
古
今
』
で
は
九
二
三
番
歌
、『
西

本
願
寺
本
業
平
集
』
で
は
三
四
番
歌
、『
在
中
将
集
』
で
は
五
九
番
歌
、

『
雅
平
本
業
平
集
』
で
は
二
八
―
二
九
番
歌
が
対
応
す
る
が
、
そ
れ
ら

の
詞
書
か
ら
共
感
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

仲
間
の
同
行
ま
で
は
読
み
と
れ

な
い
し
、
仲
間
の
感
応
や
沈
黙
を
示
す
歌
後
部
も
な
い
。
八
七
段
の
間

接
性
と
沈
黙
す
な
わ
ち
〈
仲
間
の
沈
黙
を
以
て
場
の
情
感
を
推
測
さ
せ

る
以
心
伝
心
化
〉
も
、『
伊
勢
』
特
有
の
婉
曲
的
表
現
方
法
と
い
う
点
で
、

六
六
・
六
八
段
と
共
通
す
る
。

以
上
、
六
六
・
六
八
・
八
七
段
に
は
〈
仲
間
の
沈
黙
を
以
て
場
の
情
感

を
推
測
さ
せ
る
以
心
伝
心
化
〉
が
見
ら
れ
、
婉
曲
的
表
現
方
法
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
婉
曲
的
側
面
か
ら
、
私
は
、『
伊
勢
』

を
統
一
体
と
し
て
読
む
こ
と
の
可
能
性
を
感
じ
る
。

注
10 

「
あ
は
れ
が
」
る
に
は
、
気
の
毒
に
思
っ
た
り
悲
し
く
思
っ
た
り
す
る
意
も

あ
る
が
、
感
じ
入
る
意
で
訳
す
注
釈
書
ば
か
り
で
、
私
も
同
感
で
あ
る
。

　

11 

仲
間
の
感
応
を
以
て
歌
の
質
量
を
補
説
す
る
間
接
性
に
関
し
て
は
、
九
段
第

一
・
三
部
歌
後
部
も
、
仲
間
の
涙
に
よ
っ
て
昔
男
の
歌
の
質
量
を
補
説
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
場
の
情
感
を
以
心
伝
心
的
に
推
測
さ
せ
る
仲
間
の
沈
黙

は
該
当
し
な
い
。

　

12 
八
七
段
の
解
釈
に
関
し
て
は
、拙
著
『
相
補
論
』
二
九
五
〜
三
〇
五
頁
参
照
。

歌
の
訳
は
、拙
著
『
伊
勢
物
語
入
門　

ミ
ヤ
ビ
と
イ
ロ
ゴ
ノ
ミ
の
昔
男
一
代
記
』
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Ⅲ　
〈
人
物
の
明
確
な
紹
介
を
避
け
る
朧
化
〉
と
そ
の
踏
襲

前
稿
お
よ
び
前
節
ま
で
と
異
な
り
、
本
節
以
降
で
は
、
様
々
な
時
間

軸
を
導
入
す
る
。
本
節
に
お
い
て
導
入
す
る
の
は
基
幹
章
段
↓
類
話
章

段
と
い
う
時
間
軸
で
あ
る
が
、
は
じ
め
に
、
基
幹
章
段
の
婉
曲
的
表
現

方
法
を
前
例
と
し
て
類
話
章
段
も
婉
曲
的
表
現
方
法
を
遵
守
す
る
あ
り

よ
う
を
確
認
す
る
。
本
節
以
降
で
は
、
婉
曲
的
表
現
方
法
の
確
認
と
い

う
レ
ベ
ル
を
超
え
て
、
婉
曲
的
表
現
方
法
と
そ
の
遵
守

0

0

0

0

0

の
確
認
と
い
う

レ
ベ
ル
に
ま
で
達
し
た
い
。

二
条
后
関
係
の
基
幹
章
段
↓
類
話
章
段
に
、
注
目
し
よ
う
。
二
条
后

関
係
の
章
段
は
﹇
注
13
﹈ 

、

基
幹
章
段
四
・
五
段
↓
類
話
章
段
三
・
六
・
二
六
・
六
五
段

基
幹
章
段
七
六
段
↓
類
話
章
段
二
九
段

と
分
類
で
き
、
さ
ら
に
、
二
条
后
の
紹
介
の
仕
方
か
ら
、

歌
前
部
明
示
型
…
七
六
段

歌
前
部
暗
示
型
…
四
・
二
六
・
二
九
﹇
注
14
﹈・
六
五
﹇
注
15
﹈
段

歌
後
部
注
記
型
…
三
﹇
注
16
﹈・
五
﹇
注
17
﹈ ・
六
段

と
い
っ
た
分
類
も
で
き
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
う
ち
の
基
幹
章
段
四
段

↓
類
話
章
段
二
六
・
六
五
段
を
と
り
あ
げ
、〈
人
物
の
明
確
な
紹
介
を
避

け
る
朧
化
〉
と
そ
の
踏
襲
を
見
、
婉
曲
的
表
現
方
法
と
そ
の
遵
守
を
確

認
す
る
。

基
幹
章
段
四
段
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
相
手
が
二
条
后
で
あ
る
こ

と
を
歌
前
部
で
暗
示
し
、
歌
後
部
で
も
相
手
が
二
条
后
で
あ
る
こ
と
を

注
記
し
な
い
。

昔
、
東
の
五
条
に
、
大
后
宮
お
は
し
ま
し
け
る
西
の
対
に
、
住
む

人
あ
り
け
り
。
そ
れ
を
、
本
意
に
は
あ
ら
で
心
ざ
し
深
か
り
け
る

人
、
行
き
訪
ひ
け
る
を
、
正
月
の
十
日
ば
か
り
の
ほ
ど
に
ほ
か
に

隠
れ
に
け
り
。
あ
り
ど
こ
ろ
は
聞
け
ど
、
人
の
行
き
通
ふ
べ
き
と

こ
ろ
に
も
あ
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
な
ほ
憂
し
と
思
ひ
つ
つ
な
む
あ
り

け
る
。
ま
た
の
年
の
正
月
に
、
梅
の
花
盛
り
に
、
去
年
を
恋
ひ
て

行
き
て
、
立
ち
て
見
、
居
て
見
、
見
れ
ど
、
去
年
に
似
る
べ
く
も

あ
ら
ず
。
う
ち
泣
き
て
、
あ
ば
ら
な
る
板
敷
に
、
月
の
傾
く
ま
で

伏
せ
り
て
、
去
年
を
思
ひ
出
で
て
詠
め
る
。

月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
我
が
身
一
つ
は
も
と
の
身

に
し
て

と
詠
み
て
、
夜
の
ほ
の
ぼ
の
と
明
く
る
に
、
泣
く
泣
く
帰
り
に
け

り
。

こ
の
四
段
は
、
注
3
に
あ
げ
た
松
田
の
指
摘
ど
お
り
、
相
手
が
二
条

后
で
あ
る
こ
と
を
か
ろ
う
じ
て
読
み
と
れ
る
章
段
で
、
松
田
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

四
段
に
は
後
人
注
が
な
い
。
た
だ
こ
の
段
の
描
き
方
を
、
三
段
と

比
較
す
る
な
ら
ば
実
に
暗
示
的
な
描
き
方
で
あ
る
。
三
段
で
「
懸

想
じ
け
る
女
」
を
二
條
后
高
子
と
す
る
に
は
後
人
注
が
必
要
で

平
16
・
6
鼎
書
房
一
〇
八
〜
一
〇
九
頁
に
よ
る
。
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あ
っ
た
が
、
四
段
で
は
、
三
段
と
同
じ
視
点
か
ら
読
め
ば
、
二
條

后
高
子
の
姿
が
僅
か
な
が
ら
映
し
出
さ
れ
て
く
る
仕
掛
け
に
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
同
じ
視
点
と
は
、
業
平
を
主
人
公
に
し
て
読

む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
主
人
公
を
在
原
業
平
に
仮
託
す
れ
ば
、

「
東
の
五
條
に
大
后
の
宮
お
は
し
ま
し
け
る
」
と
描
か
れ
る
「
大

后
の
宮
」
と
は
、
仁
明
天
皇
の
女
御
・
文
徳
天
皇
の
后
（
母
親
）・

清
和
天
皇
の
大
后
（
祖
母
）
の
藤
原
順
子
の
こ
と
と
な
る
。
本
文

の
描
き
方
か
ら
す
れ
ば
清
和
天
皇
の
即
位
以
後
を
踏
え
た
物
語
の

舞
台
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
大
后
の
順
子
と

関
係
付
け
て
深
よ
み

0

0

0

を
す
れ
ば
、「
西
の
對
に
住
む
人
（
女
）」
が
、

清
和
天
皇
の
女
御
と
な
っ
た
藤
原
高
子
の
姿
が
僅
か
に
見
え
て
く

る
よ
う
に
、
物
語
は
描
か
れ
て
い
く
。
そ
れ
は
「
そ
れ
を
本
意
に

は
あ
ら
で
、
心
ざ
し
ふ
か
ゝ
り
け
る
人
（
業
平
）、
行
き
と
ぶ
ら

ひ
け
る
を
、
正
月
の
十
日
ば
か
り
の
ほ
ど
に
、
ほ
か
に
か
く
れ
に

け
り
。
あ
り
ど
こ
ろ
は
聞
け
ど
、
人
の
い
き
通
ふ
べ
き
所
に
も
あ

ら
ざ
り
け
れ
ば
、
な
ほ
憂
し
と
思
ひ
つ
ゝ
な
む
あ
り
け
る
。」
こ

の
辺
の
よ
み

0

0

か
ら
高
子
が
浮
か
び
上
が
っ
て
来
る
仕
掛
け
と
な
っ

て
い
る
。

―
中
略
―

こ
の
物
語
の
主
人
公
を
在
原
業
平
に
仮
託
し
、
そ
こ
に
描
か
れ
た

世
界
の
背
景
を
想
像
を
逞
し
く
し
て
探
っ
て
読
め
ば
、
業
平
が
恋

を
し
た
女
性
は
高
子
で
あ
っ
た
と
い
う
描
き
方
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
も
と
も
と
伊
勢
物
語
は
こ
の
よ
う
な
読
み
方
が
許
さ
れ

た
、
否
、
要
求
さ
れ
て
い
る
作
品
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

―
中
略
―

こ
の
四
段
に
は
、
三
段
に
付
加
さ
れ
た
よ
う
な
後
人
注
は
不
必
要

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

頷
け
る
指
摘
で
あ
り
、
と
す
れ
ば
、
歌
前
部
暗
示
型
の
四
段
に
は
〈
人

物
の
明
確
な
紹
介
を
避
け
る
朧
化
〉
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
、
婉
曲
的
表

現
方
法
を
確
認
で
き
る
。

で
は
、
基
幹
章
段
四
段
の
〈
人
物
の
明
確
な
紹
介
を
避
け
る
朧
化
〉

＝
婉
曲
的
表
現
方
法
は
、
そ
の
類
話
章
段
に
お
い
て
も
踏
襲
＝
遵
守
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
基
幹
章
段
四
・
五
段
の
類
話
章
段
に
は
三
・

六
・
二
六
・
六
五
段
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
歌
後
部
注
記
型
の
三
・
六
段

は
、〈
人
物
の
明
確
な
紹
介
を
避
け
る
朧
化
〉
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、

除
外
す
る
﹇
注
18
﹈。
す
る
と
、
残
る
は
、
二
六
・
六
五
段
と
な
る
。

二
六
段
は
、

昔
、男
、「
五
条
わ
た
り
な
り
け
る
女
を
え
得
ず
な
り
に
け
る
こ
と
」

と
わ
び
た
り
け
る
人
の
返
り
ご
と
に
、

思
ほ
え
ず
袖
に
み
な
と
の
騒
ぐ
か
な
唐
土
船
の
寄
り
し
ば
か

り
に

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
四
段
と
同
じ
歌
前
部
暗
示
型
で
、
歌
後
部
は
な

い
。
相
手
が
二
条
后
で
あ
る
こ
と
は
、
明
示
で
も
注
記
で
も
な
く
、
暗

示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
男
」
と
「
人
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
男
」

が
「
五
条
わ
た
り
な
る
女
を
え
得
ず
な
り
に
け
る
こ
と
」
と
「
人
」
に

嘆
く
↓
そ
の
「
人
」
か
ら
慰
め
の
手
紙
が
く
る
↓
そ
れ
に
対
し
「
男
」
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が
「
思
ほ
え
ず
〜
」
歌
を
返
す
、と
読
む
渡
辺
『
集
成
』
の
説
に
従
う
。

ま
た
、
歌
に
つ
い
て
も
、

思
い
が
け
な
く
、
袖
に
港
の
波
が
騒
ぎ
立
つ
こ
と
よ
、
異
国
の
舟

が
寄
っ
て
来
た
ば
か
り
に

と
訳
し
、

愛
す
る
女
を
奪
っ
た
男
を
「
唐
土
舟
」
に
譬
え
、
愛
の
破
綻
を
嘆

い
た
歌
。

と
注
す
る
、
渡
辺
『
集
成
』
の
説
を
あ
げ
て
お
く
。

さ
て
、
こ
の
二
六
段
は
、
四
段
（
お
よ
び
五
段
）
を
ど
う
踏
ま
え
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
の
共
通
性
が
目
に
つ
く
。「
五
条
わ

た
り
」
は
、
四
・
五
段
に
お
け
る
二
条
后
の
居
所
「
東
の
五
条
」「
東
の

五
条
わ
た
り
」を
踏
ま
え
て
い
よ
う
し
、「
唐
土
船
の
寄
り
し
ば
か
り
に
」

は
、
四
段
「
ほ
か
に
隠
れ
に
け
り
。
あ
り
ど
こ
ろ
は
聞
け
ど
、
人
の
行

き
通
ふ
べ
き
と
こ
ろ
に
も
あ
ら
ざ
り
け
れ
ば
」
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。

四
段
で
「
人
の
行
き
通
」
え
な
い
「
ほ
か
」
へ
移
さ
れ
た
の
は
、
入
内

と
読
む
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
が
﹇
注
19
﹈（
二
条
后
が
至
上
の
清
和

天
皇
の
も
と
に
移
さ
れ
、
昔
男
ご
と
き
は
手
出
し
で
き
な
く
な
っ
た
、

と
読
む
）、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
の
が
「
唐
土
船
の
寄
り
し
ば
か
り
に
」

と
考
え
ら
れ
る
。「
五
条
わ
た
り
な
る
女
」
を
め
ぐ
る
恋
の
ラ
イ
バ
ル

は
清
和
天
皇
を
さ
し
て
い
よ
う
し
、
日
中
間
を
往
来
す
る
大
船
「
唐
土

船
」は
強
大
な
清
和
天
皇
の
比
喩
と
し
て
似
つ
か
わ
し
い
。
そ
ん
な「
唐

土
船
」、
す
な
わ
ち
、
愛
す
る
女
を
奪
っ
た
清
和
天
皇
が
あ
ら
わ
れ
た

と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
ラ
イ
バ
ル
清
和
天
皇
に
比
し
て
の
劣
位
と
い

う
四
段
の
内
容
を
二
六
段
が
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。そ
し
て
、

そ
れ
ら
以
上
に
注
目
す
べ
き
な
の
が
、〈
人
物
の
明
確
な
紹
介
を
避
け

る
朧
化
〉
の
踏
襲
と
思
わ
れ
る
。
相
手
が
二
条
后
で
あ
る
こ
と
を
暗
示

す
る
四
段
の
歌
前
部
暗
示
型
は
、
二
六
段
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

二
六
段
が
歌
前
部
明
示
型
で
も
歌
後
部
注
記
型
で
も
な
く
歌
前
部
暗
示

型
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
四
段
の
婉
曲
的
表
現
方
法
を
前
例
と
し
て

二
六
段
も
婉
曲
的
表
現
方
法
を
遵
守
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
加

え
て
、
婉
曲
的
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
ラ
イ
バ
ル
清
和
天
皇
に
比
し

て
の
劣
位
は
、
四
段
で
も
二
六
段
で
も
暗
示
的
で
あ
る
。
両
段
と
も
、

ラ
イ
バ
ル
清
和
天
皇
の
存
在
や
彼
に
比
し
て
の
劣
位
は
明
示
せ
ず
、
あ

く
ま
で
暗
示
に
徹
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
、
四
段
の
婉
曲
的
表
現
方
法

を
前
例
と
し
た
二
六
段
の
婉
曲
的
表
現
方
法
の
遵
守
を
確
認
で
き
る
。

六
五
段
に
目
を
移
そ
う
。
そ
の
冒
頭
は
、

昔
、
公
思
し
て
使
う
給
ふ
女
の
、
色
許
さ
れ
た
る
あ
り
け
り
。
大

御
息
所
と
て
い
ま
す
か
り
け
る
い
と
こ
な
り
け
り
。

で
は
じ
ま
っ
て
、
末
尾
は
、

水
尾
の
御
時
な
る
べ
し
。
大
御
息
所
も
染
殿
の
后
な
り
。
五
条
の

后
と
も
。

と
い
う
注
記
で
終
わ
り
、『
伊
勢
』
中
最
長
の
六
五
段
に
「
二
条
の
后
」

の
語
は
出
て
こ
な
い
。「
大
御
息
所
と
て
い
ま
す
か
り
け
る
い
と
こ
」

＝
藤
原
明
子
の
従
妹
と
い
う
設
定
か
ら
二
条
后
と
読
み
と
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
て
、
末
尾
の
注
記
も
、
二
条
后
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
。

二
条
后
の
紹
介
の
仕
方
で
分
類
す
れ
ば
、
相
手
が
二
条
后
で
あ
る
こ
と
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を
か
ろ
う
じ
て
読
み
と
れ
る
歌
前
部
暗
示
型
と
な
る
。
内
容
は
破
滅
的

な
も
の
で
、
ラ
イ
バ
ル
清
和
天
皇
に
比
し
て
の
劣
位
も
示
さ
れ
る
し
、

昔
男
が
「
流
し
遣
は
」
さ
れ
た
り
、
二
条
后
が
「
蔵
に
籠
め
」
ら
れ
た

り
し
て
、
逢
瀬
の
障
害
も
示
さ
れ
る
。

こ
の
六
五
段
も
、
二
六
段
が
四
段
（
お
よ
び
五
段
）
を
踏
ま
え
て
い

る
よ
う
に
、
四
段
（
お
よ
び
五
段
）
を
踏
ま
え
て
お
り
、
い
く
つ
か
の

共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
逢
瀬
の
障
害
と
い
う
点
は
、
四
・
五
段
を
踏
ま

え
て
い
よ
う
し
、ラ
イ
バ
ル
清
和
天
皇
に
比
し
て
の
劣
位
と
い
う
点
は
、

四
段
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
四
・
五
段
に
は
、
二
条
后
が
常
人
の
近
づ

け
な
い
「
ほ
か
」
へ
移
さ
れ
た
り
、
昔
男
が
「
通
ひ
路
」
に
番
人
を
置

か
れ
た
り
す
る
障
害
が
あ
り
、
六
五
段
に
も
、
昔
男
に
対
す
る
流
刑
や

二
条
后
に
対
す
る
監
禁
と
い
っ
た
障
害
が
あ
る
。
ま
た
、
ラ
イ
バ
ル
清

和
天
皇
に
比
し
て
の
劣
位
に
関
し
て
は
、
四
段
と
六
五
段
で
は
劣
位
の

示
し
方
が
暗
示
的
／
明
示
的
と
い
う
ち
が
い
が
あ
る
も
の
の
、
劣
位
を

示
す
と
こ
ろ
は
共
通
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
以
上
に
注
目
し
た
い
の

が
、
二
六
段
と
同
じ
く
、〈
人
物
の
明
確
な
紹
介
を
避
け
る
朧
化
〉
の

踏
襲
と
言
え
る
﹇
注
20
﹈。
六
五
段
は
、
相
手
が
二
条
后
で
あ
る
こ
と

を
暗
示
す
る
四
段
の
歌
前
部
暗
示
型
＝
〈
人
物
の
明
確
な
紹
介
を
避
け

る
朧
化
〉
を
踏
襲
し
て
お
り
、
四
段
の
婉
曲
的
表
現
方
法
を
前
例
と
し

た
六
五
段
の
婉
曲
的
表
現
方
法
の
遵
守
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
﹇
注

21
﹈。つ

づ
い
て
、
基
幹
章
段
が
二
条
后
関
係
・
惟
喬
関
係
で
あ
る
こ
と
を

明
示
す
る
歌
前
部
明
示
型
な
の
に
類
話
章
段
は
歌
前
部
暗
示
型
に
な
っ

て
い
る
、
七
六
段
↓
二
九
段
お
よ
び
八
二
・
八
三
段
↓
八
五
段
に
注
目

す
る
。
こ
れ
ら
は
、
基
幹
章
段
四
段
↓
類
話
章
段
二
六
・
六
五
段
の
場

合
と
ち
が
い
、
基
幹
章
段
の
歌
前
部
暗
示
型
を
類
話
章
段
が
踏
襲
す
る

か
た
ち
に
な
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
基
幹
章
段
↓
類
話
章
段
に
お
け

る
〈
人
物
の
明
確
な
紹
介
を
避
け
る
朧
化
〉
と
そ
の
踏
襲
、あ
る
い
は
、

基
幹
章
段
の
婉
曲
的
表
現
方
法
を
前
例
と
し
た
類
話
章
段
の
婉
曲
的
表

現
方
法
の
遵
守
を
、
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
、
昔
男
が
在

原
業
平
で
あ
る
こ
と
を
徹
底
し
て
朧
化
す
る
『
伊
勢
』
に
お
い
て
〈
人

物
の
明
確
な
紹
介
を
避
け
る
朧
化
〉
は
普
遍
的
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
そ

う
し
た
普
遍
的
パ
タ
ー
ン
の
踏
襲
と
見
れ
ば
、
基
幹
章
段
が
歌
前
部
明

示
型
で
あ
っ
て
も
、
基
幹
章
段
↓
類
話
章
段
と
い
う
括
り
に
縛
ら
れ
な

い
で
、
大
局
的
に
、〈
人
物
の
明
確
な
紹
介
を
避
け
る
朧
化
〉
の
踏
襲

あ
る
い
は
婉
曲
的
表
現
方
法
の
遵
守
が
言
え
る
。

基
幹
章
段
七
六
段
↓
類
話
章
段
二
九
段
の
場
合
か
ら
見
よ
う
。
二
九

段
が
七
六
段
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
点
か
ら
わ
か
る
。
七
六

段
に
は
「
春
宮
の
御
息
所
」、
二
九
段
に
は
「
春
宮
の
女
御
」
な
る
語

が
あ
っ
て
、
共
通
す
る
。
そ
し
て
、
二
条
后
が
そ
う
し
た
存
在
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
昔
男
が
嘆
く
と
こ
ろ
も
、
共
通
す
る
。
七
六
段
で

は
、
昔
男
の
歌
の
後
に
く
る
、

心
に
も
悲
し
と
や
思
ひ
け
む
、
い
か
が
思
ひ
け
む
、
知
ら
ず
か
し
。

と
い
う
ヒ
ン
ト
に
よ
っ
て
わ
か
る
し
、
前
稿
で
述
べ
た
と
お
り
、
二
九

段
に
お
け
る
昔
男
の
歌
に
は
、「
裏
の
真
意
」
と
し
て
、「
今
は
『
東
宮

の
女
御
』
に
な
っ
て
し
ま
い
、
遂
に
結
ば
れ
な
か
っ
た
二
条
后
に
対
す
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注
13 

「
二
条
の
后
に
仕
」
え
る
「
男
」
と
「
女
」
の
話
で
あ
る
九
五
段
は
、
二
条

后
が
話
の
中
心
に
こ
な
い
。
よ
っ
て
、
二
条
后
関
係
に
含
め
な
い
。

　

14 

塗
籠
本
『
伊
勢
』
は
二
条
后
関
係
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
歌
前
部
明
示
型

に
な
る
が
、
こ
れ
は
説
明
の
た
め
の
後
世
的
加
筆
と
考
え
ら
れ
る
。
歌
前
部
明

示
型
は
、原
初
的
で
は
あ
る
ま
い
（
片
桐
『
全
読
解
』
も
「
注
釈
的
書
き
加
え
」

と
し
て
い
る
）。

　

15 

広
本
『
伊
勢
』
の
な
か
に
は
、「
大
御
息
所
」
を
「
五
条
の
后
と
も
」
と
す

る
最
末
尾
の
注
記
の
と
こ
ろ
で
（
後
述
）、
五
条
后
＝
藤
原
順
子
に
加
え
二
条

后
を
併
記
す
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、「
大
御
息
所
」
を
二
条
后
と
す
る
の

は
誤
り
な
の
で
（
そ
も
そ
も
五
条
后
と
す
る
こ
と
自
体
誤
り
）、
二
条
后
を
併

記
す
る
歌
後
部
注
記
型
が
原
初
的
と
は
思
え
な
い
。

　

16 
塗
籠
本
『
伊
勢
』
は
、
歌
後
部
注
記
型
な
の
は
変
わ
り
な
い
も
の
の
、
二
条

后
と
せ
ず
、
五
条
后
と
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
昔
男
の
相
手
は
二
条
后
で
な

る
、
ま
ま
な
ら
ぬ
逢
瀬
を
恨
む
『
嘆
き
』」
が
あ
る
。
二
九
段
は
、

七
六
段
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
た
だ
し
、七
六
段
↓
二
九
段
の
場
合
は
、

基
幹
章
段
の
歌
前
部
暗
示
型
を
類
話
章
段
が
踏
襲
す
る
か
た
ち
に
な
っ

て
い
な
い
点
が
、四
段
↓
二
六
・
六
五
段
の
場
合
と
異
な
る
。七
六
段
は
、

歌
前
部
に「
二
条
の
后
」と
い
う
語
を
も
つ
歌
前
部
明
示
型
で
あ
り（
対

応
す
る
『
古
今
』
八
七
一
番
歌
の
詞
書
も
「
二
条
の
后
の
〜
」
で
は
じ

ま
る
と
こ
ろ
か
ら
察
す
る
と
、
原
資
料
の
段
階
か
ら
「
二
条
の
后
」
な

る
語
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
﹇
注
22
﹈）、
対
す
る
二
九
段
は
、

昔
、
東
宮
の
女
御
の
御
方
の
花
の
賀
に
召
し
預
け
ら
れ
た
り
け
る

に
、

花
に
飽
か
ぬ
嘆
き
は
い
つ
も
せ
し
か
ど
も
今
日
の
今
宵
に
似

る
時
は
な
し

と
な
っ
て
い
て
、「
二
条
の
后
」
な
る
語
が
な
い
。〈
人
物
の
明
確
な
紹

介
を
避
け
る
朧
化
〉
は
七
六
段
に
見
ら
れ
ず
、
二
九
段
に
の
み
見
ら
れ

る
た
め
、
こ
こ
は
、
昔
男
が
在
原
業
平
で
あ
る
こ
と
を
徹
底
し
て
朧
化

す
る
普
遍
的
パ
タ
ー
ン
を
二
九
段
が
踏
襲
し
た
、
と
見
た
い
。
大
局
的

に
、〈
人
物
の
明
確
な
紹
介
を
避
け
る
朧
化
〉
の
踏
襲
あ
る
い
は
婉
曲

的
表
現
方
法
の
遵
守
が
言
え
る
わ
け
で
あ
る
。

同
じ
こ
と
は
、
惟
喬
関
係
の
基
幹
章
段
八
二
・
八
三
段
↓
類
話
章
段

八
五
段
の
場
合
に
も
当
て
は
ま
る
。「
惟
喬
の
親
王
」
と
い
っ
た
語
を

有
す
る
歌
前
部
明
示
型
の
八
二
・
八
三
段
に
対
し
、
八
五
段
は
、「
童
よ

り
仕
う
ま
つ
り
け
る
君
」
と
だ
け
紹
介
す
る
歌
前
部
暗
示
型
で
あ
り
、

基
幹
章
段
の
歌
前
部
暗
示
型
を
類
話
章
段
が
踏
襲
す
る
か
た
ち
に
な
っ

て
い
な
い
。〈
人
物
の
明
確
な
紹
介
を
避
け
る
朧
化
〉
は
八
二
・
八
三
段

に
見
ら
れ
ず
、
八
五
段
に
の
み
見
ら
れ
る
か
ら
、
こ
こ
も
、
昔
男
に
関

し
徹
底
し
て
朧
化
す
る
普
遍
的
パ
タ
ー
ン
の
踏
襲
と
見
よ
う
。や
は
り
、

大
局
的
に
、〈
人
物
の
明
確
な
紹
介
を
避
け
る
朧
化
〉
の
踏
襲
あ
る
い

は
婉
曲
的
表
現
方
法
の
遵
守
が
言
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
ま
ず
、
四
段
↓
二
六
・
六
五
段
に
つ
い
て
、〈
人
物
の
明
確
な

紹
介
を
避
け
る
朧
化
〉
と
そ
の
踏
襲
を
見
、
婉
曲
的
表
現
方
法
と
そ
の

遵
守
を
確
認
し
た
。
次
に
、二
九
・
八
五
段
に
つ
い
て
、大
局
的
に
、〈
人

物
の
明
確
な
紹
介
を
避
け
る
朧
化
〉
と
そ
の
踏
襲
を
見
、
婉
曲
的
表
現

方
法
と
そ
の
遵
守
を
確
認
し
た
。
こ
う
し
た
婉
曲
的
側
面
か
ら
は
、『
伊

勢
』
を
統
一
体
と
し
て
読
む
こ
と
の
可
能
性
な
ら
ぬ
必
要
性
を
思
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。
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け
れ
ば
な
ら
ず
、
五
条
后
と
す
る
の
は
後
世
的
改
変
（
改
悪
）
と
言
え
る
。

　

17 

塗
籠
本
『
伊
勢
』
は
、
二
条
后
関
係
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
歌
後
部
注
記

を
も
た
ず
、
歌
前
部
暗
示
型
と
な
る
。
対
応
す
る
『
古
今
』
六
三
二
番
歌
の
詞

書
も
相
手
が
二
条
后
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
な
い
た
め
、
塗
籠
本
『
伊
勢
』
の

歌
前
部
暗
示
型
が
原
初
的
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
得
る
。
た
だ
し
、
注
16
で
述

べ
た
と
お
り
、塗
籠
本
『
伊
勢
』
で
は
前
々
段
の
歌
後
部
注
記
が
五
条
后
と
な
っ

て
お
り
（
前
段
は
歌
前
部
暗
示
型
）、
そ
の
流
れ
で
、
二
条
后
関
係
で
あ
る
こ

と
を
注
記
す
る
歌
後
部
を
削
除
し
た
可
能
性
も
ま
た
考
え
ら
れ
る
（
片
桐
『
全

読
解
』
は
、
塗
籠
本
『
伊
勢
』
に
歌
後
部
注
記
が
な
い
こ
と
に
関
し
、「
一
見

合
理
的
な
本
文
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
」
と
す
る
も
の

の
、
そ
の
理
由
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
）。
ま
た
、
広
本
『
伊
勢
』
の
歌
後
部
注

記
の
な
か
に
は
、
二
条
后
と
せ
ず
に
五
条
后
と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
昔
男

が
五
条
后
の
も
と
に
寄
寓
す
る
二
条
后
に
逢
い
に
行
っ
た
か
ら
、「
五
条
の
后

に
忍
び
て
参
り
け
る
を
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
二
条
后

章
段
群
と
い
う
ま
と
ま
り
を
考
え
れ
ば
、
二
条
后
と
あ
る
べ
き
で
、
五
条
后
と

あ
る
の
が
原
初
的
と
は
思
え
な
い
（
片
桐
『
全
読
解
』
も
、「
五
条
の
后
の
宮
殿
」

説
で
と
れ
な
く
は
な
い
と
し
な
が
ら
、
結
局
は
「
お
か
し
い
」
と
し
て
い
る
）。

塗
籠
本
『
伊
勢
』
の
歌
前
部
暗
示
型
だ
け
は
気
に
な
る
け
れ
ど
、
こ
こ
は
、
二

条
后
関
係
の
歌
語
部
注
記
型
と
し
て
お
く
（
仮
に
塗
籠
本
『
伊
勢
』
の
歌
前
部

暗
示
型
が
原
初
的
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
で
本
節
の
私
見
が
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な

い
）。

　

18 

松
田
に
よ
る
と
、
三
段
は
、
二
条
后
関
係
で
あ
る
こ
と
注
記
す
る
歌
後
部
が

な
け
れ
ば
二
条
后
関
係
と
な
り
得
た
か
「
疑
問
」
な
章
段
で
あ
り
、
六
段
は
、

二
条
后
関
係
と
し
て
読
む
に
は
そ
れ
を
注
記
す
る
歌
後
部
が「
必
要
で
あ
っ
た
」

と
い
う
。
首
肯
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
三
・
六
段
は
、
二
条
后
と
か
け
離
れ
た

歌
前
部
ゆ
え
に
歌
後
部
注
記
型
に
せ
ざ
る
を
得
ず
、
歌
前
部
暗
示
型
の

二
六
・
六
五
段
と
は
区
別
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

19 

「
入
内
」
の
語
を
明
記
す
る
注
釈
書
に
は
、
森
野
宗
明
『
講
談
社
文
庫
』・
石

田
穣
二
『
角
川
文
庫
』・
中
野
幸
一
『
旺
文
社
文
庫
』・
鈴
木
日
出
夫
『
評
解
』

な
ど
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
三
段
末
尾
に
は
、

 

　

二
条
の
后
の
、
ま
だ
帝
に
も
仕
う
ま
つ
り
給
は
で
、
た
だ
人
に
て
お
は
し

ま
し
け
る
時
の
こ
と
な
り
。

 

と
あ
り
、
そ
こ
か
ら
つ
な
ぎ
読
め
ば
、
三
段
で
「
帝
」
に
「
仕
」
え
る
道
筋
が

予
告
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
、四
段
の
入
内
へ
と
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が
る
。

も
っ
と
も
、
四
段
で
入
内
し
た
と
読
む
と
、
六
段
末
尾
「
ま
だ
い
と
若
う
て
后

の
た
だ
に
お
は
し
け
る
時
と
や
」
と
合
わ
な
く
な
る
が
（「
た
だ
人
」
↓
入
内

か
ら
再
度
「
た
だ
」
に
戻
っ
て
し
ま
う
）、
そ
こ
は
成
立
事
情
の
異
な
り
に
起

因
す
る
不
統
一
と
見
て
、
目
を
つ
む
る
ほ
か
な
い
。
た
と
え
ば
、
東
下
り
関
係

の
七
〜
九
段
に
お
け
る
八
段
は
、
順
路
と
し
て
お
か
し
く
て
も
、
そ
れ
も
含
め

て
つ
な
ぐ
の
が
『
伊
勢
』
の
読
み
方
な
の
で
あ
っ
て
、
二
条
后
章
段
群
三
〜
六

段
も
同
様
に
読
み
た
い
。

　

20 

片
桐
『
全
読
解
』
も
、
六
五
段
が
後
世
的
な
の
に
「
二
条
の
后
」
の
語
を
も

た
な
い
点
に
は
気
づ
い
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

 

　
「
二
条
の
后
」
と
い
う
名
を
示
さ
な
く
て
も
、
読
者
は
、
女
主
人
公
が
二

条
の
后
で
あ
る
と
し
て
享
受
す
る
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
い

た
か
ら
、
む
し
ろ
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
表
面
に
出
さ
ず
に
、
物
語
と
し
て
ア

レ
ン
ジ
し
て
語
り
あ
げ
て
い
る
。

 

し
か
し
、〈
人
物
の
明
確
な
紹
介
を
避
け
る
朧
化
〉
の
踏
襲
と
い
う
と
こ
ろ
に

ま
で
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。

　

21 

六
五
段
は
、
業
平
と
無
関
係
な
他
人
の
歌
を
も
と
に
成
立
し
た
後
世
的
な
類

話
章
段
で
あ
り
、
昔
男
が
在
原
業
平
で
あ
る
こ
と
を
伏
せ
る
『
伊
勢
』
に
あ
っ

て
「
在
原
な
り
け
る
男
」
と
紹
介
す
る
点
か
ら
も
、後
世
的
な
印
象
を
受
け
る
。

そ
し
て
、
そ
の
紹
介
は
、
相
手
が
二
条
后
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
婉
曲
的
表

現
方
法
と
は
、
方
向
性
が
逆
で
あ
る
。
た
だ
し
、
諸
章
段
を
成
立
の
早
遅
に
縛

ら
れ
な
い
同
一
平
面
上
で
つ
な
ぎ
読
む
に
は
、「
在
原
な
り
け
る
男
」
と
い
う

特
例
的
呼
称
が
必
要
と
さ
れ
た
文
脈
上
の
理
由
を
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う

し
た
文
脈
上
の
理
由
に
つ
い
て
は
拙
著
『
入
門
』
九
六
頁
で
述
べ
て
い
る
（
類

例
と
言
え
る
六
三
段
「
在
五
中
将
」
の
文
脈
上
の
理
由
に
つ
い
て
も
、
同
書

八
八
頁
で
述
べ
た
）。

　

22 
こ
の
点
は
、
四
・
五
段
に
対
応
す
る
『
古
今
』
七
四
七
・
六
三
二
番
歌
の
詞
書

と
異
な
る
。
そ
れ
ら
に
は
、「
二
条
の
后
」
と
い
う
語
が
な
い
。
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Ⅳ　
〈
基
幹
章
段
と
の
直
結
感
を
弱
め
る
隴
化
あ
る
い
は
一
般
化
〉

と
そ
の
踏
襲

本
節
で
と
り
あ
げ
る
斎
宮
章
段
群
六
九
〜
七
四
段
は
、
長
大
な
六
九

段
の
後
に
短
小
な
七
○
〜
七
四
段
が
連
な
り
、
六
九
段
↓
七
○
段
、

六
九
段
↓
七
一
段
、
六
九
段
↓
七
二
段
、
六
九
段
↓
七
三
段
、
六
九
段

↓
七
四
段
と
い
っ
た
基
幹
章
段
↓
各
類
話
章
段
の
時
間
軸
が
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
類
話
章
段
七
〇
〜
七
四
段
内
の
、

基
幹
章
段
か
ら
近
い
類
話
章
段
↓
遠
い
類
話
章
段
と
い
う
時
間
軸
で
あ

る
。
七
○
〜
七
四
段
を
見
る
と
、
七
○
段
よ
り
七
一
段
、
七
一
段
よ
り

七
二
段
、
七
二
段
よ
り
七
三
段
、
七
三
段
よ
り
七
四
段
に
お
い
て
、

六
九
段
と
の
直
結
感
は
弱
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
隴
化
あ
る
い
は

一
般
化
に
よ
っ
て
、
弱
め
ら
れ
て
い
く
。
本
節
で
は
、
類
話
章
段
段
内

の
基
幹
章
段
か
ら
近
い
類
話
章
段
↓
遠
い
類
話
章
段
と
い
う
時
間
軸
に

沿
っ
て
、
七
〇
段
に
対
す
る
七
一
段
の
〈
基
幹
章
段
と
の
直
結
感
を
弱

め
る
隴
化
あ
る
い
は
一
般
化
〉
を
見
る
と
と
も
に
、
七
一
段
に
対
す
る

七
二
段
の〈
基
幹
章
段
と
の
直
結
感
を
弱
め
る
隴
化
あ
る
い
は
一
般
化
〉

の
踏
襲
、
七
二
段
に
対
す
る
七
三
段
の
〈
基
幹
章
段
と
の
直
結
感
を
弱

め
る
隴
化
あ
る
い
は
一
般
化
〉
の
踏
襲
、
七
三
段
に
対
す
る
七
四
段
の

〈
基
幹
章
段
と
の
直
結
感
を
弱
め
る
隴
化
あ
る
い
は
一
般
化
〉
の
踏
襲

を
見
る
。
そ
れ
は
、
七
一
段
に
お
け
る
婉
曲
的
表
現
方
法
を
確
認
し
た

上
で
、
七
二
〜
七
四
段
に
お
け
る
婉
曲
的
表
現
方
法
の
遵
守
を
確
認
す

る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

は
じ
め
に
、
七
○
〜
七
四
段
の
本
文
を
、
ま
と
め
て
示
し
て
お
く
。

七
〇
段
。

昔
、
男
、
狩
の
使
よ
り
帰
り
来
け
る
に
、
大
淀
の
渡
り
に
宿
り
て
、

斎
宮
の
童
部
に
言
ひ
掛
け
け
る
。

み
る
め
刈
る
方
や
い
づ
こ
ぞ
棹
さ
し
て
我
に
教
へ
よ
海
人
の

釣
舟

七
一
段
。

昔
、
男
、
伊
勢
の
斎
宮
に
内
の
御
使
に
て
参
れ
り
け
れ
ば
、
か
の

宮
に
好
き
ご
と
言
ひ
け
る
女
、
私
事
に
て
、

ち
は
や
ぶ
る
神
の
斎
垣
も
越
え
ぬ
べ
し
大
宮
人
の
見
ま
く
ほ

し
さ
に

男
、

恋
し
く
は
来
て
も
見
よ
し
か
し
ち
は
や
ぶ
る
神
の
禁
む
る
道

な
ら
な
く
に

七
二
段
。

昔
、
男
、
伊
勢
の
国
な
り
け
る
女
、
ま
た
え
逢
は
で
隣
の
国
へ
行

く
と
て
、
い
み
じ
う
恨
み
け
れ
ば
、
女
、

大
淀
の
ま
つ
は
辛
く
も
あ
ら
な
く
に
う
ら
み
て
の
み
も
か
へ

る
波
か
な

七
三
段
。

昔
、
そ
こ
に
は
あ
り
と
聞
け
ど
、
消
息
を
だ
に
言
ふ
べ
く
も
あ
ら

ぬ
女
の
あ
た
り
を
思
ひ
け
る
。

目
に
は
見
て
手
に
は
と
ら
れ
ぬ
月
の
う
ち
の
桂
の
ご
と
き
君
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に
ぞ
あ
り
け
る

七
四
段
。

男
、
女0

を
い
た
う
恨
み
て
、

岩
根
踏
み
重
な
る
山
に
あ
ら
ね
ど
も
逢
は
ぬ
日
多
く
恋
ひ
渡

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る
か
な

0

0

0

で
は
、
太
い
傍
線
を
付
し
た
七
○
段
と
細
い
傍
線
を
付
し
た
七
一
段

か
ら
比
較
し
て
い
こ
う
。

七
○
段
に
は
、「
斎
宮
」
と
あ
り
、
昔
男
が
「
狩
の
使
」
で
あ
る
と

示
さ
れ
る
。
基
幹
章
段
で
あ
る
六
九
段
の
「
斎
宮
」「
狩
の
使
」
を
、

そ
の
ま
ま
踏
ま
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
斎
宮
の
童
部
」
は
、

六
九
段
で
斎
宮
が
昔
男
の
も
と
に
「
小
さ
き
童
を
先
に
立
て
て
」
訪
れ

た
際
の
「
童
」
と
同
一
視
＝
限
定
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
斎
宮
に
仕
え

る
「
童
」「
童
部
」
は
ほ
か
に
も
い
よ
う
。
し
か
し
、
昔
男
の
「
み
る

め
刈
る
〜
」
歌
は
、
斎
宮
に
「
見
る
目
（
逢
う
機
会
）」
が
あ
り
そ
う

な
場
所
を
「
童
部
」
に
尋
ね
る
内
容
で
あ
る
か
ら
、こ
の
「
童
部
」
は
、

六
九
段
の
密
通
の
場
に
い
た
「
童
」
と
と
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。
七
〇
段

は
、
六
九
段
と
共
通
す
る
「
狩
の
使
」「
斎
宮
の
童
部
」
か
ら
、
六
九

段
と
直
結
す
る
つ
な
が
り
を
二
本
有
す
る
と
言
え
る
。

一
方
、
七
一
段
に
な
る
と
、
七
〇
段
で
「
斎
宮
」「
狩
の
使
」
と
あ
っ

た
の
が
、「
伊
勢
の
斎
宮
に
内
の
御
使
に
て
」
と
な
る
﹇
注
23
﹈。
注
目

す
べ
き
は
、六
九
段
「
狩
の
使
」
と
同
一
視
＝
限
定
で
き
た
「
狩
の
使
」

が
「
内
の
御
使
」
に
隴
化
＝
一
般
化
さ
れ
、
や
や
同
一
視
＝
限
定
し
づ

ら
く
な
る
点
で
あ
る
。「
狩
の
使
」
か
ら
わ
か
る
六
九
段
と
の
直
結
感

に
比
べ
、「
内
の
御
使
」
か
ら
わ
か
る
そ
れ
が
や
や
弱
い
こ
と
を
、
お

さ
え
て
お
こ
う
。
注
目
し
た
い
点
は
、
ま
だ
あ
る
。
斎
宮
に
仕
え
る
好

色
め
い
た
こ
と
を
言
っ
て
き
た
女
を
さ
す
「
か
の
宮
に
好
き
ご
と
言
ひ

け
る
女
」
は
、
七
○
段
「
斎
宮
の
童
部
」
と
ち
が
い
、
六
九
段
の
誰
か

と
同
一
視
＝
限
定
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
渡
辺
『
集
成
』
が
、

六
十
九
段
の
敷
衍
で
あ
る
こ
と
は
、
女
の
側
に
男
を
訪
ね
る
意
志

を
置
い
て
語
る
点
に
も
表
れ
て
い
る
。

と
述
べ
る
よ
う
な
共
通
性
は
あ
り
、
そ
の
点
で
は
つ
な
が
る
が
、
こ
の

「
女
」
に
関
し
て
は
、
斎
宮
な
ら
ぬ
斎
宮
に
仕
え
る
女
房
と
と
る
注
釈

書
ば
か
り
で
、
拙
著
『
相
補
論
』
一
三
二
頁
で
も
、「
斎
宮
に
仕
え
る

女
房
ら
し
き
女
」と
と
っ
て
い
る
。「
か
の
宮
に
好
き
ご
と
言
ひ
け
る
女
」

は
、「
女
の
側
に
男
を
訪
ね
る
意
志
を
置
い
て
語
る
点
」
で
六
九
段
と

つ
な
が
る
も
の
の
、
主
体
の
す
り
替
え
が
あ
っ
て
、
六
九
段
の
登
場
人

物
と
同
一
視
＝
限
定
で
き
ず
、
そ
の
点
で
隴
化
さ
れ
て
い
る
（
斎
宮
を

一
般
化
し
た
の
が
「
女
」
で
は
な
い
の
で
、朧
化
＝
一
般
化
と
言
わ
ず
、

た
だ
隴
化
と
言
う
）。彼
女
か
ら
わ
か
る
六
九
段
と
の
直
結
感
は
、弱
い
。

六
九
段
と
直
結
す
る
つ
な
が
り
を
二
本
有
す
る
七
〇
段
に
対
し
、
隴

化
あ
る
い
は
一
般
化
が
な
さ
れ
る
七
一
段
に
は
、
六
九
段
と
の
直
結
感

が
や
や
弱
い
つ
な
が
り
と
弱
い
つ
な
が
り
の
二
本
し
か
な
い
。
七
〇
段

に
対
し
、
七
一
段
に
は
、〈
基
幹
章
段
と
の
直
結
感
を
弱
め
る
隴
化
あ

る
い
は
一
般
化
〉
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
は
、
七
一
段
の
婉
曲
的
表
現
方

法
を
確
認
で
き
た
。

次
は
、
七
一
段
と
波
線
の
傍
線
を
付
し
た
七
二
段
を
比
較
す
る
。
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七
一
段
を
振
り
返
ろ
う
。「
伊
勢
の
斎
宮
」
へ
の
「
内
の
御
使
」
は
、

斎
宮
へ
の
勅
使
で
あ
る
点
は
六
九
段
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
こ

か
ら
わ
か
る
六
九
段
と
の
直
結
感
は
、
や
や
弱
い
程
度
で
あ
っ
た
。
ま

た
、「
か
の
宮
に
好
き
ご
と
言
ひ
け
る
女
」
か
ら
わ
か
る
六
九
段
と
の

直
結
感
も
、
弱
い
と
は
言
え
、「
か
の
宮
」
＝
「
伊
勢
の
斎
宮
」
か
ら

つ
な
が
り
が
わ
か
っ
た
し
、「
女
の
側
に
男
を
訪
ね
る
意
志
を
置
い
て

語
」っ
て
い
る「
好
き
ご
と
言
ひ
け
る
女
」か
ら
も
つ
な
が
り
が
わ
か
っ

た
。対

す
る
七
二
段
に
は
、「
大
淀
」
の
地
を
歌
に
詠
む
「
伊
勢
の
国
な

り
け
る
女
」
が
登
場
す
る
。
彼
女
は
、
昔
男
が
「
ま
た
え
逢
は
で
隣
の

国
へ
行
く
」
相
手
で
も
あ
る
。
要
注
目
な
の
は
、七
一
段
に
あ
っ
た
「
斎

宮
」
の
語
が
な
く
な
る
点
で
あ
る
。
斎
宮
の
地
を
含
む
「
伊
勢
の
国
」

と
あ
ろ
う
と
、
斎
宮
の
地
に
近
い
「
大
淀
」
を
詠
ん
で
い
よ
う
と
、
そ

し
て
、
相
手
の
昔
男
が
「
ま
た
え
逢
は
で
隣
の
国
へ
行
」
こ
う
と
（
後

述
）、
そ
れ
ら
は
隴
化
＝
一
般
化
さ
れ
た
ヒ
ン
ト
で
あ
る
た
め
、
彼
女

に
関
し
て
は
、
六
九
段
の
斎
宮
と
の
同
一
視
＝
限
定
が
か
な
り
し
づ
ら

い
。
七
二
段
が
斎
宮
章
段
群
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
彼

女
は
斎
宮
と
と
る
ほ
か
あ
る
ま
い
が
﹇
注
24
﹈、
隴
化
＝
一
般
化
が
な

さ
れ
て
い
て
、
彼
女
か
ら
わ
か
る
六
九
段
と
の
直
結
感
は
、
か
な
り
弱

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
歌
は
、
六
九
段
を
踏
ま
え
ず
、

七
〇
段
を
踏
ま
え
て
お
り
﹇
注
25
﹈、
昔
男
が
「
恨
」
ん
で
い
る
こ
と

を
詠
む
と
こ
ろ
は
、
七
二
段
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
、

六
九
段
と
の
直
結
感
を
か
な
り
弱
い
も
の
に
す
る
一
因
と
な
っ
て
い
よ

う
。
さ
ら
に
、彼
女
に
「
ま
た
え
逢
は
で
隣
の
国
へ
行
く
」
昔
男
に
も
、

注
目
し
た
い
。
七
一
段
に
あ
っ
た「
斎
宮
」「
使
」の
語
が
な
い
せ
い
で
、

六
九
段
「
狩
の
使
」
と
の
同
一
視
＝
限
定
は
か
な
り
し
づ
ら
い
。
確
か

に
、
渡
辺
『
集
成
』
が
、

六
十
九
段
の
敷
衍
で
あ
る
こ
と
は
、「
ま
た
え
逢
は
で
、隣
の
国
へ
」

か
ら
明
白
。
再
び
逢
う
機
会
を
作
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
と
、
男
が

女
を
恨
む
の
も
、
逢
い
難
い
斎
宮
が
相
手
な
ら
真
実
味
を
も
つ
。

と
指
摘
す
る
と
お
り
、「
ま
た
え
逢
は
で
隣
の
国
へ
行
く
」と
こ
ろ
か
ら
、

「
も
は
ら
逢
ひ
ご
と
も
え
せ
で
、
明
け
ば
尾
張
の
国
へ
発
ち
な
む
と
す
」

る
「
六
十
九
段
の
敷
衍
」
は
言
え
る
け
れ
ど
、
六
九
段
に
あ
っ
た
「
尾

張
の
国
」
の
語
は
な
く
、
同
一
視
＝
限
定
に
導
く
ヒ
ン
ト
と
し
て
は
今

一
歩
で
あ
る
。「
斎
宮
」「
使
」
お
よ
び
「
尾
張
の
国
」
の
語
を
な
く
す

こ
と
は
隴
化
＝
一
般
化
で
あ
り
、「
ま
た
え
逢
は
で
隣
の
国
へ
行
く
」

昔
男
か
ら
わ
か
る
六
九
段
と
の
直
結
感
も
、
か
な
り
弱
い
。

七
一
段
の
〈
基
幹
章
段
と
の
直
結
感
を
弱
め
る
隴
化
あ
る
い
は
一
般

化
〉
＝
婉
曲
的
表
現
方
法
は
、
七
二
段
に
お
い
て
も
踏
襲
＝
遵
守
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
踏
襲
＝
遵
守
と
は
、
前
段
の
隴
化
あ
る
い
は
一
般
化
の

上
に
ま
た
隴
化
＝
一
般
化
を
重
ね
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
七
一
段
で
や

や
弱
い
か
弱
か
っ
た
程
度
の
六
九
段
と
の
直
結
感
は
、
七
一
段
で
か
な

り
弱
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
は
、
七
二
段
と
点
線
の
傍
線
を
付
し
た
七
三
段
の
比
較
。

七
二
段
を
振
り
返
る
と
、
六
九
段
と
の
直
結
感
が
か
な
り
弱
い
と

言
っ
て
も
、
斎
宮
と
と
り
得
る
「
女
」
に
は
「
伊
勢
の
国
な
り
け
る
」
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と
付
さ
れ
て
い
た
し
、
彼
女
は
斎
宮
の
地
に
近
い
「
大
淀
」
を
詠
ん
で

い
た
。
昔
男
が
「
ま
た
え
逢
は
で
隣
の
国
へ
行
く
」
相
手
で
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
七
三
段
に
な
る
と
、
七
二
段
に
あ
っ
た
、
斎
宮
と
と
る

た
め
の
い
く
つ
か
の
ヒ
ン
ト
は
な
く
な
る
（
も
ち
ろ
ん
「
斎
宮
」
の
語

も
な
い
）。
よ
っ
て
、「
そ
こ
に
は
あ
り
と
聞
け
ど
、
消
息
を
だ
に
言
ふ

べ
く
も
あ
ら
ぬ
女
」を
六
九
段
の
斎
宮
と
同
一
視
＝
限
定
す
る
こ
と
は
、

甚
だ
し
づ
ら
く
な
る
。
か
ろ
う
じ
て
手
を
出
し
難
い
「
女
」
と
い
う
点

が
ヒ
ン
ト
に
な
り
得
る
も
の
の
、
そ
れ
と
て
、
同
一
視
＝
限
定
に
導
く

ヒ
ン
ト
と
し
て
見
る
と
、
七
二
段
の
ヒ
ン
ト
に
比
し
て
、
質
・
量
と
も

マ
イ
ナ
ス
方
向
に
振
っ
て
あ
る
。
事
実
、
そ
の
わ
か
り
に
く
さ
ゆ
え
、

二
条
后
を
も
思
い
浮
か
べ
る
注
釈
書
す
ら
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
﹇
注
26
﹈。

七
二
段
の
「
女
」
同
様
、
七
三
段
が
斎
宮
章
段
群
に
含
ま
れ
こ
と
を
考

え
併
せ
れ
ば
、
彼
女
は
斎
宮
と
と
ら
ざ
る
を
得
ま
い
が
、
ヒ
ン
ト
の
質
・

量
を
マ
イ
ナ
ス
方
向
に
振
る
隴
化
＝
一
般
化
の
影
響
は
大
き
い
。「
そ

こ
に
は
あ
り
と
聞
け
ど
、
消
息
を
だ
に
言
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
女
」
か
ら

わ
か
る
六
九
段
と
の
直
結
感
が
甚
だ
弱
い
こ
と
を
、お
さ
え
て
お
こ
う
。

七
二
段
の
〈
基
幹
章
段
と
の
直
結
感
を
弱
め
る
隴
化
あ
る
い
は
一
般

化
〉
＝
婉
曲
的
表
現
方
法
は
、
七
三
段
で
も
踏
襲
＝
遵
守
さ
れ
る
。
前

段
の
隴
化
＝
一
般
化
の
上
に
ま
た
隴
化
＝
一
般
化
を
重
ね
る
こ
と
で
、

六
九
段
と
の
直
結
感
は
質
的
に
変
化
し
、
七
二
段
で
か
な
り
弱
か
っ
た

も
の
が
、
七
三
段
で
甚
だ
弱
い
も
の
に
な
る
。
ま
た
、
六
九
段
と
の
つ

な
が
り
の
量
も
、
七
二
段
の
二
本
（「
大
淀
」
を
詠
む
「
伊
勢
の
国
な

り
け
る
女
」
お
よ
び
彼
女
に
「
ま
た
え
逢
は
で
隣
の
国
へ
行
く
」
昔
男
）

か
ら
、
七
三
段
の
一
本
（「
そ
こ
に
は
あ
り
と
聞
け
ど
、
消
息
を
だ
に

言
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
女
」）
に
減
じ
る
の
で
あ
る
。

最
後
は
、
七
三
段
と
傍
点
を
付
し
た
七
四
段
を
比
較
し
た
い
。

七
三
段
で
は
、
手
を
出
し
難
い
「
女
」
と
い
う
点
に
、
甚
だ
弱
い

六
九
段
と
の
直
結
感
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
に
対
し
、
七
四
段
は
ど
う
か
。
昔
男
に
「
逢
は
ぬ
日
多
く
恋
ひ

渡
る
か
な
」
と
詠
ま
れ
る
「
女
」
か
ら
わ
か
る
六
九
段
と
の
直
結
感
は
、

甚
だ
弱
い
ど
こ
ろ
か
、
ほ
ぼ
皆
無
に
な
る
。
そ
も
そ
も
、
彼
女
の
場
合
、

七
二
段
「
伊
勢
の
国
な
り
け
る
女
」
や
七
三
段
「
そ
こ
に
は
あ
り
と
聞

け
ど
、
消
息
を
だ
に
言
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
女
」
と
異
な
り
、「
女
」
の

前
に
何
の
情
報
も
付
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、渡
辺
『
集
成
』
が
、

こ
の
歌
を
説
明
す
る
の
に
「
女
を
い
た
う
う
ら
み
て
」
だ
け
と
い

う
の
は
、
あ
ま
り
簡
単
に
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
こ
れ
は

七
十
二
段
の
「
い
み
じ
う
う
ら
み
け
れ
ば
」
や
七
十
三
段
の
「
消

息
を
だ
に
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
」な
ど
に
連
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
こ
れ
も
斎
宮
諸
段
の
一
つ
で
あ
り
、
背
後
に
六
十
九
段
が

ひ
か
え
て
い
る
ゆ
え
に
、
こ
の
短
い
説
明
で
十
分
と
さ
れ
得
た

と
指
摘
す
る
と
お
り
（
注
5
で
も
触
れ
た
）、
七
四
段
は
七
二
段
「
い

み
じ
う
恨
み
け
れ
ば
」
や
七
三
段
「
消
息
を
だ
に
言
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
」

を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、七
二
段
に
お
け
る
昔
男
の「
恨
み
」は
、

六
九
段
を
踏
ま
え
て
い
な
か
っ
た
し
、
七
三
段
「
そ
こ
に
は
あ
り
と
聞

け
ど
、
消
息
を
だ
に
言
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
女
」
か
ら
わ
か
る
六
九
段
と

の
直
結
感
も
、
甚
だ
弱
か
っ
た
。
要
す
る
に
、
七
四
段
が
七
二
段
を
踏
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ま
え
て
い
よ
う
と
、
六
九
段
ま
で
は
遡
り
得
ず
、
か
ろ
う
じ
て
、
接
触

し
難
い
「
女
」
つ
な
が
り
で
、
七
四
段
↓
七
三
段
↓
六
九
段
と
遡
り
得

る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
彼
女
に
六
九
段
と
の
直
結
感
を

見
出
そ
う
と
す
る
な
ら
﹇
注
27
﹈、
隴
化
＝
一
般
化
が
な
さ
れ
た
七
三

段
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
と
お
し
て
、
六
九
段
の
斎
宮
と
の
同
一
視
＝

限
定
を
試
み
る
く
ら
い
し
か
な
い
。「
女
」
に
は
何
の
情
報
も
付
さ
れ

て
お
ら
ず
、
こ
れ
で
は
、
彼
女
か
ら
わ
か
る
六
九
段
と
の
直
結
感
は
、

当
然
、
ほ
ぼ
皆
無
に
な
っ
て
し
ま
う
。
斎
宮
章
段
群
は
、
最
後
の
七
四

段
で
、
六
九
段
と
の
直
結
感
を
ほ
ぼ
皆
無
に
す
る
究
極
的
隴
化
＝
一
般

化
が
な
さ
れ
、
そ
し
て
、
締
め
括
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

七
三
段
の
〈
基
幹
章
段
と
の
直
結
感
を
弱
め
る
隴
化
あ
る
い
は
一
般

化
〉
＝
婉
曲
的
表
現
方
法
を
、七
四
段
も
ま
た
踏
襲
＝
遵
守
し
て
い
る
。

前
段
に
お
け
る
隴
化
＝
一
般
化
の
上
に
ま
た
隴
化
＝
一
般
化
あ
る
い
は

隴
化
を
重
ね
、
七
三
段
で
甚
だ
弱
か
っ
た
六
九
段
と
の
直
結
感
は
、
斎

宮
章
段
群
最
後
の
七
四
段
で
、
遂
に
、
ほ
ぼ
皆
無
と
い
っ
た
と
こ
ろ
ま

で
く
る
の
で
あ
る
。

七
○
〜
七
四
段
は
、
一
見
雑
多
な
類
話
的
章
段
の
雑
然
と
し
た
連
な

り
に
見
え
る
。
し
か
し
、
雑
多
な
も
の
を
雑
然
と
連
ね
た
だ
け
で
あ
れ

ば
、
七
一
〜
七
四
段
に
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
規
則
的
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〈
基
幹
章
段
と

の
直
結
感
を
弱
め
る
隴
化
あ
る
い
は
一
般
化
〉
と
そ
の
踏
襲
を
見
ら
れ

た
で
あ
ろ
う
か
。
編
作
者
は
「
斎
宮
」
の
語
を
い
く
ら
で
も
用
い
て
統

一
感
を
付
与
で
き
た
は
ず
な
の
に﹇
注
28
﹈、そ
れ
を
し
な
か
っ
た
の
は
、

〈
基
幹
章
段
と
の
直
結
感
を
弱
め
る
隴
化
あ
る
い
は
一
般
化
〉
と
そ
の

踏
襲
が
念
頭
に
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
（
六
九
段
と
の
直
結
感
を

ほ
ぼ
皆
無
に
す
る
究
極
的
隴
化
＝
一
般
化
が
な
さ
れ
る
七
四
段
で
斎
宮

章
段
群
が
終
わ
る
の
も
、
極
め
尽
く
し
た
ゆ
え
に
そ
こ
で
終
わ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
﹇
注
29
﹈）。
七
○
段
と
七
一
段
、
七
一
段
と
七
二
段
、

七
二
段
と
七
三
段
、
七
三
段
と
七
四
段
を
比
較
し
て
い
く
と
、
そ
こ
に

驚
く
べ
き
規
則
性
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
七
一
段
に
お
け
る
〈
基
幹

章
段
と
の
直
結
感
を
弱
め
る
隴
化
あ
る
い
は
一
般
化
〉
＝
婉
曲
的
表
現

方
法
と
、
七
二
〜
七
四
段
に
お
け
る
そ
の
踏
襲
＝
遵
守
。
今
ま
で
気
づ

か
な
か
っ
た
こ
の
婉
曲
的
側
面
は
、
今
後
『
伊
勢
』
を
統
一
体
と
し
て

読
む
こ
と
の
必
要
性
を
説
く
上
で
は
ず
せ
な
い
例
と
な
ろ
う
。

注
23 

「
狩
の
使
」
も
「
内
の
御
使
」
に
含
ま
れ
る
が
、よ
り
具
体
的
で
あ
る
。
な
お
、

「
狩
の
使
」
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
秋
山
虔
『
新
大
系
』
が
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

 

　

平
安
時
代
の
初
期
、
勅
使
を
諸
国
に
派
遣
し
て
鷹
狩
を
さ
せ
、
朝
廷
の
宴

会
等
の
用
に
供
し
た
。
五
位
の
蔵
人
が
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
多
く
、
狩
に

こ
と
よ
せ
て
地
方
の
治
政
を
も
査
察
さ
せ
た
も
の
ら
し
い
。

　

24 

斎
宮
と
ら
な
い
注
釈
書
も
あ
り
、
た
と
え
ば
、
上
坂
信
男
『
評
解
』
は
単
な

る
在
地
の
者
と
と
る
し
、
森
本
茂
『
全
釈
』・
秋
山
『
新
大
系
』・
鈴
木
『
評
解
』

は
斎
宮
に
仕
え
る
女
房
と
と
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
説
は
採
ら
な
い
。

　

25 

注
5
で
触
れ
た
と
お
り
、
渡
辺
『
集
成
』
は
、

 

　

こ
の
段
の
追
加
は
七
十
段
に
お
く
れ
る
の
だ
ろ
う
。
歌
の
「
大
淀
」
も

七
十
段
の
「
大
淀
の
わ
た
り
」
で
説
明
ず
み
の
つ
も
り
で
あ
ろ
う
。

 
と
指
摘
し
て
お
り
、
頷
け
る
。

　

26 
渡
辺
『
集
成
』・
竹
岡
正
夫
『
全
評
釈
』・
秋
山
『
新
大
系
』・
永
井
和
子
『
笠

間
文
庫
』
な
ど
が
そ
う
で
、
上
坂
『
評
解
』
も
、

 

　

斎
宮
を
暗
示
す
る
よ
う



― 18 ―

　
　

Ⅴ　
〈
裏
返
し
表
現
で
推
測
さ
せ
る
暗
号
化
〉
と
そ
の
踏
襲

一
○
三
段
を
と
り
あ
げ
る
本
節
で
導
入
す
る
の
は
、塗
籠
本
『
伊
勢
』

に
見
る
一
次
本
文
↓
広
本
『
伊
勢
』
に
見
る
二
次
本
文
↓
定
家
本
『
伊

勢
』
に
見
る
三
次
本
文
、
と
い
う
時
間
軸
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
定
家
本
『
伊
勢
』
一
○
三
段
、
お
よ
び
、
そ
れ
に
対
応
す

る
塗
籠
本
『
伊
勢
』
99
段
・
広
本
『
伊
勢
』
106
段
の
本
文
を
比
較
し
、

一
次
本
文
↓
二
次
本
文
↓
三
次
本
文
に
お
け
る
年
輪
の
ご
と
き
加
筆
過

程
を
把
握
し
て
お
く
。
な
お
、
塗
籠
本
『
伊
勢
』
は
南
波
浩
『
日
本
古

典
全
書
』（
底
本
は
伝
民
部
卿
局
筆
本
）、広
本
『
伊
勢
』
は
片
桐
編
『
異

本
対
照　

伊
勢
物
語
』
昭
56
・
1
和
泉
書
院
（
底
本
は
阿
波
国
文
庫
旧

蔵
本
）
に
よ
り
、
読
み
や
す
さ
と
比
較
し
や
す
さ
を
考
慮
し
て
表
記
を

改
め
、
傍
線
も
付
す
。
塗
籠
本
『
伊
勢
』
は
、
次
の
と
お
り
。

昔
、
男
あ
り
け
り
。
深
草
の
帝
に
仕
う
ま
つ
り
け
り
。
そ
の
男
、

あ
だ
な
る
心
な
か
り
け
り
。
心
誤
り
や
し
た
り
け
む
、
親
王
た
ち

の
召
し
使
ひ
給
ひ
け
る
人
を
、
あ
ひ
知
り
に
け
り
。
さ
て
、
朝
に

言
ひ
や
る
。

寝
ぬ
る
夜
の
夢
を
は
か
な
み
ま
ど
ろ
め
ば
い
や
は
か
な
く
も

な
り
ま
さ
る
か
な

つ
づ
い
て
、
広
本
『
伊
勢
』。

昔
、
男
あ
り
け
り
。
そ
の
男
、
い
と
ま
め
に
て
、
あ
だ
な
る
心
な

か
り
け
り
。
深
草
の
帝
に
な
む
仕
う
ま
つ
り
け
る
。
さ
の
ご
と
く

し
て
仕
う
給
ひ
け
る
頃
、
心
誤
り
や
し
た
り
け
む
、
親
王
た
ち
の

使
ひ
給
ひ
け
る
を
、
逢
ひ
侍
り
け
り
。
さ
て
、
朝
に
詠
み
て
や
れ

り
け
る
。

寝
ぬ
る
夜
の
夢
を
は
か
な
み
ま
ど
ろ
め
ば
い
や
は
か
な
に
も

な
り
ま
さ
る
か
な

塗
籠
本
『
伊
勢
』
に
も
あ
っ
た
太
い
傍
線
部
Ａ
に
、
細
い
傍
線
部
Ｂ
が

加
筆
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
定
家
本
『
伊
勢
』。

昔
、
男
あ
り
け
り
。
そ
の
男
、
い
と
ま
め
に
、
実
用
に
て
、
あ
だ

な
る
心
な
か
り
け
り
。
深
草
の
帝
に
な
む
仕
う
ま
つ
り
け
る
。
心

 

と
見
な
が
ら
、

 

　
「
月
や
あ
ら
ぬ
」
と
嘆
い
た
二
条
后
へ
の
恋
に
も
通
じ
る
。

 
と
述
べ
て
い
る
。

　

27 
斎
宮
章
段
群
内
の
「
女
」
で
あ
る
こ
と
を
考
え
併
せ
て
斎
宮
と
と
る
点
は
、

七
二
・
七
三
段
の
「
女
」
と
同
様
で
あ
る
（
渡
辺
『
集
成
』
の
「
背
後
に

六
十
九
段
が
ひ
か
え
て
い
る
ゆ
え
に
、
こ
の
短
い
説
明
で
十
分
と
さ
れ
得
た
」

と
い
う
指
摘
も
、
首
肯
で
き
る
）。

　

28 

歌
後
部
に
「
斎
宮
」
の
語
を
注
記
す
る
章
段
と
し
て
、
一
〇
二
・
一
〇
四
段

が
あ
る
。
そ
れ
は
定
家
本
『
伊
勢
』
の
場
合
で
あ
る
が
、
広
本
『
伊
勢
』
の
な

か
に
も
、
両
段
に
同
様
の
注
記
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。
な
お
、
塗
籠
本
『
伊
勢
』

は
、
両
段
に
そ
れ
を
も
た
な
い
。
も
つ
も
の
↓
も
た
な
い
も
の
な
の
か
、
も
た

な
い
も
の
↓
も
つ
も
の
な
の
か
は
、
判
断
を
保
留
す
る
。

　

29 

つ
づ
く
七
五
段
に
は
「
伊
勢
の
国
」「
大
淀
」
の
語
が
あ
り
、
隴
化
＝
一
般

化
を
重
ね
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
流
れ
に
一
見
逆
行
す
る
か
に
見
え
る
が
、
注
4

で
述
べ
た
と
お
り
、
昔
男
が
都
女
に
伊
勢
移
住
を
も
ち
掛
け
て
拒
ま
れ
る
七
五

段
は
、
斎
宮
章
段
群
に
含
め
な
く
て
い
い
。
と
す
れ
ば
、〈
基
幹
章
段
と
の
直

結
感
を
弱
め
る
隴
化
あ
る
い
は
一
般
化
〉
の
踏
襲
と
は
無
縁
な
わ
け
で
、「
伊

勢
の
国
」「
大
淀
」
の
語
が
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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誤
り
や
し
た
り
け
む
、
親
王
た
ち
の
使
ひ
給
ひ
け
る
を
、
あ
ひ
言

へ
り
け
り
。
さ
て
、

寝
ぬ
る
夜
の
夢
を
は
か
な
み
ま
ど
ろ
め
ば
い
や
は
か
な
に
も

な
り
ま
さ
る
か
な

と
な
む
詠
み
て
や
り
け
る
。
さ
る
歌
の
汚
げ
さ
よ
。

塗
籠
本
・
広
本
『
伊
勢
』
に
も
あ
っ
た
太
い
傍
線
部
Ａ
と
広
本
『
伊
勢
』

に
も
あ
っ
た
細
い
傍
線
部
Ｂ
に
、
波
線
の
傍
線
部
Ｃ
と
歌
後
の
点
線
の

傍
線
部
Ｄ
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
﹇
注
30
﹈。

ま
と
め
る
と
、
歌
前
部
の
傍
線
部
に
関
し
て
は
、
Ａ
の
み
の
塗
籠
本

『
伊
勢
』↓
Ａ
＋
Ｂ
の
広
本『
伊
勢
』↓
Ａ
＋
Ｂ
＋
Ｃ
の
定
家
本『
伊
勢
』、

と
な
り
、
こ
れ
は
、
一
次
本
文
↓
二
次
本
文
の
段
階
で
Ａ
に
Ｂ
が
加
筆

さ
れ
、
二
次
本
文
↓
三
次
本
文
の
段
階
で
Ａ
・
Ｂ
に
Ｃ
が
加
筆
さ
れ
た

こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
歌
後
の
傍
線
部
を
加
え
れ
ば
、
Ａ
の
み
の
塗
籠

本
『
伊
勢
』
＝
一
次
本
文
↓
Ａ
＋
Ｂ
の
広
本
『
伊
勢
』
＝
二
次
本
文
↓

Ａ
＋
Ｂ
＋
Ｃ
＋
Ｄ
の
定
家
本
『
伊
勢
』
＝
三
次
本
文
、
と
ま
と
め
ら
れ

る
。で

は
、
こ
の
一
次
本
文
↓
二
次
本
文
↓
三
次
本
文
と
い
う
不
可
逆
的

時
間
軸
に
沿
っ
て
、〈
裏
返
し
表
現
で
推
測
さ
せ
る
暗
号
化
〉
の
有
無

を
見
定
め
て
い
く
。
二
次
本
文
の
頃
ま
で
は
、〈
裏
返
し
表
現
で
推
測

さ
せ
る
暗
号
化
〉
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
次
本
文
は
、「
あ
だ
な

る
心
な
」
き
昔
男
な
の
に
「
心
誤
り
」
し
て
し
ま
っ
た
、
と
額
面
ど
お

り
に
と
れ
る
し
、
二
次
本
文
で
「
あ
だ
な
る
心
な
か
り
け
り
」
に
「
い

と
ま
め
に
て
」
が
加
筆
さ
れ
て
も
、
ま
だ
額
面
ど
お
り
に
と
れ
る
。
し

か
し
、「
い
と
ま
め
」「
実
用
」「
あ
だ
な
る
心
な
か
り
け
り
」
と
三
重

に
重
ね
る
三
次
本
文
と
も
な
る
と
、さ
す
が
に
大
袈
裟
で
、実
際
は
「
あ

だ
」な
の
を
裏
返
し
た
白
々
し
い
表
現
で
は
な
い
か
と
思
え
て
く
る（
上

坂
『
評
解
』
が
「
大
袈
裟
」
な
「
裏
返
し
の
表
現
を
作
者
は
楽
し
ん
で

い
る
」
と
指
摘
し
、
拙
著
『
相
補
論
』
二
三
三
頁
で
は
「
白
々
し
い
表

現
」
と
指
摘
し
た
）。
し
か
も
、
歌
後
部
に
加
筆
さ
れ
る
「
さ
る
歌
の

汚
げ
さ
よ
」
は
ス
レ
た
昔
男
像
を
想
像
さ
せ
、
本
当
は
「
あ
だ
」
で
あ

る
印
象
を
強
め
る
﹇
注
31
﹈。
三
次
本
文
の
「
い
と
ま
め
に
、実
用
に
て
、

あ
だ
な
る
心
な
か
り
け
り
」は
、〈
裏
返
し
表
現
で
推
測
さ
せ
る
暗
号
化
〉

と
見
て
い
い
。

そ
し
て
、そ
の
一
〇
三
段
の
〈
裏
返
し
表
現
で
推
測
さ
せ
る
暗
号
化
〉

は
、
前
後
章
段
＝
一
○
二
・
一
〇
四
段
の
〈
裏
返
し
表
現
で
推
測
さ
せ

る
暗
号
化
〉
を
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
定
家
本
『
伊
勢
』
一
○

二
〜
一
〇
四
段
と
対
応
す
る
の
は
塗
籠
本
『
伊
勢
』
98
〜
100
段
お
よ
び

広
本
『
伊
勢
』
105
〜
107
段
で
あ
り
、前
後
章
段
と
い
う
言
葉
は
塗
籠
本
・

広
本
・
定
家
本
『
伊
勢
』
全
て
に
適
用
で
き
る
）。

前
後
章
段
の
本
文
を
、
定
家
本
『
伊
勢
』
で
代
表
し
て
示
そ
う
。
前

に
位
置
す
る
一
○
二
段
は
、
次
の
と
お
り
。

昔
、
男
あ
り
け
り
。
歌
は
詠
ま
ざ
り
け
れ
ど
、
世
の
な
か
を
思
ひ

知
り
た
り
け
り
。
あ
て
な
る
女
の
尼
に
な
り
て
、
世
の
な
か
を
思

ひ
倦
ん
じ
て
、
京
に
も
あ
ら
ず
、
は
る
か
な
る
山
里
に
住
み
け
り
。

も
と
親
族
な
り
け
れ
ば
、
詠
み
て
や
り
け
る
。

そ
む
く
と
て
雲
に
は
乗
ら
ぬ
も
の
な
れ
ど
世
の
憂
き
こ
と
ぞ
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よ
そ
に
な
る
て
ふ

と
な
む
言
ひ
や
り
け
る
。
斎
宮
の
宮
な
り
。

後
に
位
置
す
る
一
○
四
段
は
、
次
の
と
お
り
。

昔
、
こ
と
な
る
こ
と
な
く
て
尼
に
な
れ
る
人
あ
り
け
り
。
か
た
ち

を
や
つ
し
た
れ
ど
、
も
の
や
ゆ
か
し
か
り
け
む
、
賀
茂
の
祭
見
に

出
で
た
り
け
る
を
、
男
、
歌
詠
み
て
や
る
。

世
を
う
み
の
あ
ま
と
し
人
を
見
る
か
ら
に
め
く
は
せ
よ
と
も

頼
ま
る
る
か
な

こ
れ
は
、
斎
宮
の
も
の
見
給
ひ
け
る
車
に
か
く
聞
こ
え
た
り
け
れ

ば
、
見
さ
し
て
帰
り
給
ひ
に
け
り
と
な
む
。

注
目
す
べ
き
は
、
ゴ
チ
ッ
ク
に
し
た
一
○
二
段
「
歌
は
詠
ま
ざ
り
け

れ
ど
」
と
一
○
四
段
「
こ
と
な
る
こ
と
な
く
て
尼
に
な
れ
る
」
で
あ
る

（
塗
籠
本
・
広
本
『
伊
勢
』
の
前
後
章
段
に
も
同
様
に
あ
る
）。「
歌
は

詠
ま
ざ
り
け
れ
ど
」
が
〈
裏
返
し
表
現
で
推
測
さ
せ
る
暗
号
化
〉
で
あ

る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
昔
男
が
第
一
級
歌
人
な
の
は
、
こ
れ

ま
で
の
章
段
で
詠
ん
で
き
た
多
く
の
歌
か
ら
疑
い
な
い
し
、
昔
男
の
モ

デ
ル
が
在
原
業
平
と
い
う
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。「
こ
と
な
る

こ
と
な
く
て
尼
に
な
れ
る
」
に
つ
い
て
は
、
昔
男
が
「
世
を
う
み
の
あ

ま
（
世
を
憂
み
出
家
し
た
尼
）
と
し
人
を
見
る
か
ら
に
」
と
詠
む
と
こ

ろ
か
ら
、「
こ
と
な
る
こ
と
な
く
て
尼
に
な
」
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と

わ
か
る
。
ゆ
え
に
、「
こ
と
な
る
こ
と
な
く
て
尼
に
な
れ
る
」
も
、〈
裏

返
し
表
現
で
推
測
さ
せ
る
暗
号
化
〉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
、

一
〇
二
段
の
「
尼
」
と
同
一
人
物
と
と
れ
ば
、
一
○
二
段
「
世
の
な
か

を
思
ひ
倦
ん
じ
て
」
を
理
由
と
し
て
、や
は
り
、そ
れ
と
矛
盾
す
る
「
こ

と
な
る
こ
と
な
く
て
尼
に
な
れ
る
」
が
〈
裏
返
し
表
現
で
推
測
さ
せ
る

暗
号
化
〉
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
実
際
は
「
思
い
倦
ん
じ
て
」
す
な
わ

ち
「
こ
と
な
る
こ
と
」
が
あ
っ
て
「
尼
に
な
」
っ
た
、
と
と
る
）。
前

後
章
段
の
「
歌
は
詠
ま
ざ
り
け
れ
ど
」「
こ
と
な
る
こ
と
な
く
て
尼
に

な
れ
る
」
は
、
一
〇
三
段
「
い
と
ま
め
に
、
実
用
に
て
、
あ
だ
な
る
心

な
か
り
け
り
」
と
同
じ
く
、〈
裏
返
し
表
現
で
推
測
さ
せ
る
暗
号
化
〉

と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
一
〇
三
段
と
そ
の
前
後
章
段
に
〈
裏
返
し
表
現
で
推
測
さ

せ
る
暗
号
化
〉
が
見
ら
れ
る
と
な
れ
ば
、
三
次
本
文
に
お
け
る
〈
裏
返

し
表
現
で
推
測
さ
せ
る
暗
号
化
〉
の
三
連
続
が
成
り
立
つ
（
図
示
す
れ

ば
●
●
●
）﹇
注
32
﹈。
一・
二
次
本
文
の
頃
は
、
前
後
章
段
の
み
に
〈
裏

返
し
表
現
で
推
測
さ
せ
る
暗
号
化
〉
が
見
ら
れ
、
ま
だ
三
連
続
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た
か
ら
（
図
示
す
れ
ば
●
○
●
）、
三
次
本
文
の
頃
に
な
っ

て
、
前
後
章
段
の
〈
裏
返
し
表
現
で
推
測
さ
せ
る
暗
号
化
〉
が
ま
ん
な

か
の
一
〇
三
段
に
踏
襲
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
婉
曲
的
表
現

方
法
と
そ
の
遵
守
で
あ
る
。
塗
籠
本
『
伊
勢
』
98
〜
100
段
・
広
本
『
伊
勢
』

105
〜
107
段
と
定
家
本
『
伊
勢
』
一
〇
二
〜
一
〇
四
段
の
比
較
に
よ
っ
て
、

言
い
換
え
れ
ば
、
●
○
●
の
一・
二
次
本
文
と
●
●
●
の
三
次
本
文
の
比

較
に
よ
っ
て
、
書
写
者
兼
編
作
者
に
よ
る
婉
曲
的
表
現
方
法
と
そ
の
遵

守
が
垣
間
見
え
て
く
る
わ
け
で
﹇
注
33
﹈、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
婉
曲
的
側

面
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
、私
は
、驚
き
を
お
ぼ
え
る
。
と
同
時
に
、『
伊

勢
』
を
統
一
体
と
し
て
読
む
こ
と
の
必
要
性
を
思
う
の
で
あ
る
。
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Ⅵ　

結
び

平
25
・
10
の
中
古
文
学
会
で
前
稿
の
内
容
を
口
頭
発
表
し
た
際
、
私

は
、
そ
の
質
疑
応
答
に
お
い
て
、『
伊
勢
』
の
婉
曲
的
表
現
方
法
を
、

継
ぎ
足
し
な
が
ら
代
々
継
承
し
て
い
く
鰻
屋
の
タ
レ
に
譬
え
た
。
Ⅲ
節

以
降
で
見
て
き
た
と
お
り
、『
伊
勢
』
も
、
婉
曲
的
表
現
方
法
と
い
う

老
舗
の
味
を
継
承
し
て
い
る
（
継
承
と
い
う
言
葉
は
、
本
稿
で
多
用
し

た
踏
襲
あ
る
い
は
遵
守
と
い
っ
た
言
葉
に
相
当
す
る
）。
研
究
者
た
ち

は
、『
伊
勢
』
の
成
立
過
程
後
期
に
携
わ
っ
た
人
々
に
対
し
、
雑
多
な

章
段
を
雑
然
と
連
ね
た
く
ら
い
に
考
え
、
そ
の
仕
事
を
軽
視
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
今
後
は
、
そ
う
し
た
態
度
を
改
め
ね
ば
な
ら

な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
前
稿
に
つ
づ
く
本
稿
に
よ
っ
て
、
統
一
体

『
伊
勢
』
の
さ
ら
な
る
婉
曲
的
側
面
を
種
々
明
ら
か
に
し
得
た
と
思
う
。

な
ら
ば
、『
伊
勢
』
を
統
一
体
と
し
て
読
む
こ
と
の
必
要
性
を
考
え
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
が
そ
う
し
た
必
要
性
を

周
知
す
る
一
助
と
な
れ
ば
、
誠
に
幸
い
で
あ
る
し
、『
伊
勢
』
を
統
一

体
と
し
て
読
む
試
み
と
し
て
既
に
あ
る
拙
著
『
相
補
論
』
一
一
五
〜

二
七
八
頁
に
少
し
で
も
目
が
向
け
ば
、
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

　

付
記　

本
稿
は
、
平
26
・
3
の
名
古
屋
平
安
文
学
研
究
会
に
お
け
る

　

口
頭
発
表
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
ご
教
示
賜
わ
っ
た
諸
氏
に
、

　

厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
る
。

 

（
た
ぐ
ち
・
ひ
さ
ゆ
き　

本
学
教
授
）

注
30 

広
本
『
伊
勢
』
の
な
か
に
も
Ｃ
・
Ｄ
あ
る
い
は
Ｃ
の
情
報
を
も
つ
も
の
が
あ

る
が
、
そ
れ
ら
以
外
は
Ｃ
・
Ｄ
の
情
報
を
も
た
な
い
。
よ
っ
て
、
広
本
『
伊
勢
』

に
は
Ｃ
・
Ｄ
の
情
報
が
な
い
も
の
と
見
て
お
く
。

　

31 
拙
著
『
相
補
論
』
二
三
三
頁
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

 

　

歌
後
部
「
さ
る
歌
の
き
た
な
げ
さ
よ
」
も
ス
レ
た
感
じ
が
す
る
。
こ
う
し

た
ふ
ざ
け
た
表
現
は
、
不
道
徳
な
内
容
と
も
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。

　

32 

実
は
、
一
〇
一
段
に
も
、

 

　

も
と
よ
り
歌
の
こ
と
は
知
ら
ざ
り
け
れ
ば

 

と
あ
る
。
昔
男
が
「
歌
の
こ
と
」
を
「
知
ら
」
な
い
は
ず
は
な
く
、
こ
れ
も
一

○
二
段
「
歌
は
詠
ま
ざ
り
け
れ
ど
」
と
同
様
の
〈
裏
返
し
表
現
で
推
測
さ
せ
る

暗
号
化
〉
と
言
え
る
か
ら
、
正
確
に
は
、
三
連
続
で
は
な
く
、
四
連
続
と
な
る

（
図
示
す
れ
ば
●
●
●
●
）。
ち
な
み
に
、
定
家
本
『
伊
勢
』
で
は
そ
の
よ
う
に

一
○
一
・
一
〇
二
段
と
連
続
す
る
も
の
の
、
注
5
に
あ
げ
た
福
井
『
生
成
論
』

五
〇
三
頁
を
見
る
と
、
泉
州
本
以
外
の
広
本
『
伊
勢
』
で
は
一
〇
一
・
一
〇
二

段
に
対
応
す
る
章
段
は
連
続
せ
ず
、
塗
籠
本
『
伊
勢
』
に
は
一
〇
一
段
に
対
応

す
る
章
段
が
な
い
。
こ
の
比
較
か
ら
も
、
三
次
本
文
に
お
け
る
〈
裏
返
し
表
現

で
推
測
さ
せ
る
暗
号
化
〉
の
四
連
続
に
は
、
明
確
な
意
図
を
感
じ
る
。

一
〇
一
・
一
〇
二
段
の
連
続
す
る
段
序
が
原
初
的
か
後
世
的
か
の
判
断
は
保
留

す
る
が
、
と
に
か
く
、
一
〇
一
・
一
〇
二
段
の
●
●
が
、
一
〇
四
段
の
●
と
と

も
に
、
一
〇
三
段
の
●
化
と
関
係
し
て
い
る
点
は
、
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

33 

本
節
で
は
書
写
者
兼
編
作
者
に
よ
る
婉
曲
的
表
現
方
法
と
そ
の
遵
守
を
確
認

し
て
き
た
が
、
も
ち
ろ
ん
、
書
写
者
兼
編
作
者
が
婉
曲
的
と
は
逆
の
説
明
的
方

向
に
進
む
ケ
ー
ス
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
も
と
は
〈
人
物
の
明

確
な
紹
介
を
避
け
る
朧
化
〉
が
見
ら
れ
た
歌
前
部
暗
示
型
を
歌
後
部
注
記
型
あ

る
い
は
歌
前
部
明
示
型
に
し
、
そ
の
人
物
が
誰
な
の
か
説
明
す
る
ケ
ー
ス
が
そ

う
で
、
広
本
『
伊
勢
』
の
書
写
者
兼
編
作
者
に
よ
る
注
3
の
ケ
ー
ス
や
塗
籠
本

『
伊
勢
』
の
書
写
者
兼
編
作
者
に
よ
る
注
14
の
ケ
ー
ス
が
、
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
。


